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スリランカ

東ティモール

マレーシア

国内ツアー 海外ツアー

■ 9 月 1 日〜 7 日　
マレーシア　ペナン州

漁民とともにマングローブを植える旅
多様な生き方と豊かな環境が共存できる新しい世界都市ペナ
ン。リゾート地として有名ですが、急速な沿岸の開発や排水
による水質汚染が進んでおり、環境保全の重要性が高まって
います。地域の人び
とと協働してマング
ロ ー ブ 植 林 や 河 川
の汚染監視など、環
境保全活動に取り組
んでいる小規模漁民
グループを訪ね、ペ
ナンの沿岸でマング
ローブ植林を共に行
います。宿泊は、漁
村のホームステイ。

■ 12 月 26 日〜 2014 年 1 月 2 日　
スリランカ　マータラ県

美味しい紅茶の故郷を訪ねる旅
「セイロンティー」として世界に親しまれる紅茶の産地スリラ
ンカで、紅茶の有機栽培に取り組む小規模農家のグループを
訪ねます。独特の甘い香りが特徴の「ルフナ紅茶」の産地デ
ニヤヤ。世界遺産にも登録されるシンハラージャ熱帯雨林の
すぐ隣で、堆肥を自
ら作り、茶葉を有機
で栽培している農民
たちがいます。美味
しい有機栽培紅茶が
できるまでの行程、
そこで暮らす人々の
生 活 に 触 れ る 旅 で
す。

民際協力の現場を訪れる
パルシック・ツアー

国内ツアー 海外ツアー

パルシック（PARC Interpeoples' Cooperation）
は、PARCの姉妹団体です。国境を越
えて、人と人とが協力する「民際協力」
活動を行なっています。
※詳細は p.56 をご覧下さい。

出会い、学び、参加する
石巻市北上町 復興支援ツアー

東日本大震災は東北の各地に巨大な爪痕を残しました。震災から 3 年目の 2013 年。少
しずつ復興の道を歩んでいますが、被災者の多くはいまも仮設住宅で暮らし、震災前
から過疎化、高齢化に苦しむ農漁村の中には復興の道筋が見えない地域も多く、日々
さまざまな問題に悩んでいます。例えば、地域のコミュニティ全体で高台移転するこ
とができない中で村の連帯をどう残していくか、という課題などです。他方、多くの
都市住民がボランティア、支援者として被災地に赴き、被災者のおおらかさ、忍耐強
さに励まされてきました。このツアーでは、パルシックが支援してきた北上町の復興
の現状を知ると同時に、地域の人々の知恵や文化を学び、自然にふれ、漁村の地域資
源とその魅力を再発見します。

被災地の人びとと
つながる旅

■ 6/1（土） 13:00 〜 15:00

コミュニティ復興支援でのパルシックの仕事
井上礼子（パルシック代表理事）

石巻市北上町は、人口わずか 2,100 名の漁業を
中心とした集落ですが、東日本大震災で 204 名
の死者、94 名の行方不明者を出しました。不自
由な仮設住宅での生活で、悲しみを胸に、漁業を
開始し、農作業をおこなう被災者たちに励まされながら、パ
ルシックが行ってきた活動をお話します。

■ 7/6（土）〜 7（日）1 泊２日 出会いの旅
被災した漁村のいま

─ 十三浜での被災体験と復興に向けて
北上町十三浜は漁業が盛んな地域ですが、3.11 の津波で大
切な家族、家や作業場、漁
具の一切を失いました。漁
業再開へ向けての歩みとい
ま直面している課題につい
て、漁師との交流や高台移
転予定地の訪問を通して学
び、浜料理など地域の魅力
を堪能します。

■ 8/1（木） 19:00 〜 21:00

「復興」
─ 東日本大震災の全体像と復興の現状はどうなっているのか

室﨑益輝（兵庫県立大学 特任教授/神戸大学 名誉教授）

巨大災害は、その社会の持っていた歪みを顕在化
させる。復興は、その歪みを改革する使命を持つ。
本講義はそうした視点から、東日本大震災の本質
と復興のあり方を考察する。

※ 14「現代社会を知るための10 のキーワード」クラスと合同

■ 9/14（土）〜 15（日） 1 泊 2 日 参加する旅　
北上の農家生活を体験し、地元の幸を味わう
北上は海・山・川の幸の宝庫。津波をかぶった大地は、再び
野菜や花を育み始めました。「自分の家で食べる野菜は自分で
作る」という農家の心意気と、震災後の歩みについて北上の
お母さんたちから伺います。「にっこり仮設農園」では農園ス
タッフの作業を手伝い、郷土料理を一緒に作って交流します。
そして宿泊先の追分温泉で一日の疲れを癒しましょう。

■ 8 月 3 日〜 11 日　
東ティモール　アイナロ県

フェアトレードコーヒー生産者を訪ねる旅
2002 年の東ティモール独立時からパルシックが生産支援を
行なっている、アイナロ県マウベシ郡のコーヒー農家を訪ね
ます。実際にコーヒー豆の収穫、加工を手伝い、コーヒー農
家のお宅に泊まり、
農民と直接触れ合い
ながら、私たちが飲
んでいるコーヒーが
できるまでをたっぷ
り 知 る こ と の で き
る、貴重な機会です。
フ ェ ア ト レ ー ド の
コーヒーができるま
でを、一緒に見に行
きませんか？

■ 8 月 18 日〜 25 日　
スリランカ　ジャフナ県・ムライティブ県

内戦後：北部帰還漁民を訪ねる旅
2009 年、26 年間におよぶ内戦の終結を迎えたスリランカ。
戦場となった北部州の多くの地域は、少数民族のタミル人が
暮らしていた地域で、現在、避難を余儀なくされていた人び
との暮らしの再建が進んでいます。戦前にはスリランカ第 2
の都市として栄えた
ジャフナと、戦争末
期まで戦場となった
ム ラ イ テ ィ ブ を 訪
ね、復興に取り組む
漁村の人びとと触れ
合い、スリランカの
戦後復興について考
える旅です。

■2013年６月〜 12月　■全７回/定員30名　■受講料：52,000円
※旅の回は交通費、宿泊費、食費などが別途かかります。
※各回の単発受講も可能です。（座学は１回 2,500 円、旅の回についてはお問い合わせください。）
※このツアーは特別オープン講座につき、入会金は不要です。

■ 10/5（土）14:00 〜 16:00

北上に見る自然・コミュニティ、そして復興
宮内泰介（北海道大学 教員/さっぽろ自由学校「遊」共同代表/PARC理事）

北上地区は、どんな歴史をたどってきたところな
のか、そしてどんな復興まちづくりを目指してい
るのか。自然とコミュニティとの関係を中心にお
話しします。
●主著：『なぜ環境保全はうまくいかないのか』新泉社 2013/『開発と生活戦略の民
族誌』新曜社 2011　●参考文献:『聞き書き　北上川河口地域の人と暮らし　宮城
県石巻市北上町に生きる』北海道大学大学院文学研究科 宮内泰介研究室（編） 2007

■ 10/19（土）〜 20（日） 1 泊 2 日 学びの旅
地域に残る結の力

─ 北上町の人びとの暮らし
北上の住民からは「コミュニティ」という言葉が盛んに出て
きます。それは集落の中で互いに見守り合い、助け合い、そ
して一緒に行事を催す楽しみのことを指していました。年長
者に漁村での暮らしや郷土芸能の神楽が復活するまでのお話
を聞き、地元で盛んな葦産業の現場や復興商店街を訪問しそ
の知恵や文化を学びます。夜は、追分温泉で毎月一回開かれ
る「満月コンサート」を堪能します。

■ 12/9（月）19:00 〜 21:00
ワークショップ

コミュニティ復興のためにできること
井上礼子（パルシック代表理事）

3 回の現地ツアーを経て、参加者の皆さんが感じられたこと、
発見された北上町の魅力を語り合うなかから、市民として、
これからも北上町の被災者たちの生活再建とコミュニティの
復興のための課題をみんなで探ってみます。

特定非営利活動法人パルシック（PARCIC）
〒 101-0063　東京都千代田区神田淡路町 1-7-11 東洋ビル
Tel.03-3253-8990  Fax.03-6206-8906  E-mail.office@parcic.org

アジア太平洋資料センター（PARC）　http://www.parc-jp.org
〒 101-0063 東京都千代田区神田淡路町 1-7-11 東洋ビル 3F
Tel.03-5209-3455  Fax.03-5209-3453  E-mail.office@parc-jp.org

お申込み・お問合わせ お申込み・お問合わせ
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今年は中国の第一線の近代思想史家、評論家として知られる汪暉（Wang Hui）の評
論集、“The End of the Revolution—China and the Limits of Modernity” を読んでみ
ます。汪暉は日本でも世界でも最もよく知られた中国の批判的知識人の一人。1989
年天安門民主化デモを主導した改革思想が、結局アメリカに回収される近代主義で
あった苦い教訓を噛みしめて、学問世界に戻った一群の知識人の一人でした。図書
館に戻った汪暉は、中国思想史にとりくみ、その成果が大著『中国現代思想的興起』
に結実しましたが、彼は「象牙の塔」に籠らず、夥しい評論や編集活動をつうじて、
今日のネオリベラル資本主義に対決する立場からの中国近代＝中国革命の批判的総
括へと歩みを進めました。この本は2009年発行、「非政治化された政治—東から
西へ」、「1989年と中国におけるネオリベラリズムのルーツ」など3編7論文からな
る論文集。中国がもっぱら、台頭する軍事的脅威として演出されている現在、汪暉
の洞察と分析によって中国の別の姿を浮かび上がらせたいと思います。
●主著：『潜在的核保有と戦後国家─フクシマ地点からの総括』社会評論社 2011/『アメリカ帝国と戦後
日本国家の解体　新日米同盟への抵抗線』社会評論社 2006　●共訳書：ジャイ・セン他『世界社会フォー
ラム　帝国への挑戦』作品社 2005

■2013年５月〜 12月	 ■基本的に隔週火曜日 19:00 〜 21:00
■全14回/定員15名	 ■受講料：38,000円

■2013年５月〜 2014年１月	 ■隔週火曜日 10:30 〜 12:30
■全15回/定員15名	 ■受講料：40,000円

■2013年５月〜 11月	 ■隔週木曜日 19:00 〜 21:00
■全14回/定員15名	 ■受講料：38,000円

■2013年５月〜 2014年１月　	■隔週水曜日 19:00 〜 21:00
■全15回/定員15名　	 ■受講料：45,000円

世界のさまざまな地域で貧困や環境汚染、人権侵害などの社会問題が深刻になっています。
しかしその一方で、よりよい社会を創るための草の根の取り組みもどんどん広がっています。
このクラスでは、インターネットのオルタナティブ・サイトやブログ、ビデオや映像など、
多様な英語のコンテンツを読んだり鑑賞することで、インスピレーションを得ながら、みん
なで議論します。会話やエッセーを通して、自分の意見や主張をはっきりと伝える力もつけ
ていきましょう。毎回、さまざまなテーマを扱いますが、受講生からのトピックスの提案も
大歓迎。皆さんのご参加、楽しみにしています！

インターネットや雑誌、新聞の英文記事を読み、その背景も学びながら日本語で議論するク
ラスです。 開発と貿易、紛争と人権、労働、環境やエネルギー問題など、国際的なトピック
から、参加者とともにテーマを選んでいきます。英語の文章を読み解く力、日本語らしく訳
す力、そしてあふれる情報を判断する力を身につけると同時に、さまざまなものの見方や考
え方に出会うことができます。

自分の意見や思いを英語で発信するチカラを一緒にみがきませんか。このクラスでは、「読む・
書く（発信する）・話す」を一連の流れとして、英語を学んでいきます。クラスで議論して決め
たテーマで受講生が簡単な文章を書き、その文章についてみんなで議論します。講師は議論
の中で、実用的な語彙や文章の書き方、上手な表現のコツなどを伝授。自ら発信するための
基礎力づくりを、丁寧にサポートします。扱うテーマは食べ物や日常のニュースから、平和
や環境、教育などの社会問題まで。メールやブログ、ホームページなどでの発信もめざします。

講師とともに、一冊の本をじっくりと読み込むクラスです。ことばの一つ一つの解釈やそこ
に込められた作者の思想を読み解きながら、講師と受講生で内容について議論を深めてい
きます。今年は、汪暉（Wang Hui）の『革命の終わりー中国と近代の限界 』（“The End of the 
Revolution—China and the Limits of Modernity”）を読みます。

キムの英語で社会を変えよう！ 世界のニュースから
国際情勢を読み解こう

ジェンスの英語で発信！

武藤一羊の英文精読

─ English for Creating Social Justice01 03

02

04

キ ン バ リ ー・ ヒ ュ ー ズ 
（フリーライター /翻訳家/大学講師）

	 5 月	 14,28
	 6 月	 18,25
	 7 月	 9,23
	 8 月	 6

	 9 月	 17	
	10 月	 1,22
11 月	 5,19
12 月	 3,17

日　程

	 5 月	 28
	 6 月	 11,25
	 7 月	 9,23
	 9 月	 3,17

	10 月	 1,15,29
	11 月	 12,26
	12 月	 10
	 1 月	 7,21

日　程

	 5 月	 16,30
	 6 月	 13,27
	 7 月	 11,25
	 8 月	 8

	 9 月	 5,19
	10 月	 3,17,31
	11 月	 14,28

日　程

	 5 月	 15,29
	 6 月	 12,26
	 7 月	 10,24
	 9 月	 11,25
	10 月	 9,23
	11 月	 6,20
	12 月	 4,18
	 1 月	 15

日　程

ジェンス・ウィルキンソン
（翻訳家）

大屋定晴
（都留文化大学他 非常勤講師）

松元千枝
（ジャーナリスト/活動家）

井上礼子
（パルシック代表理事） ※各講師が 4 〜 5 回ずつ担当します。

武藤一羊
（ピープルズ・プラン研究所 運営委員）

◆ テ キ ス ト：Wang Hui, “The End of the Revolution—China and the 
Limits of Modernity” Verso, 2009

※テキストは事前に各自でご購入ください。

David Shankbone

2012 年度のクラスの様子。クラスでは毎回一つのテーマ
で短い作文の発表を行い、ジェンスさんがそれぞれの作文
やテーマに関連した表現について丁寧にアドバイスします
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講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：田辺寿夫 ビルマ名：シュエバ Shwe Ba

（ジャーナリスト/ビルマ市民フォーラム運営委員/NPO「さぽーと21」評議員/NHKビルマ語ラジオ番組・ニュース制作）

大阪外国語大学でビルマ語を学び、ヤンゴン大学に留学ののち、NHK国際局ビルマ語班に半世紀にわたっ
て勤務。難民認定の裁判や民主化運動の集会、結婚式やお祭りなど、在日ビルマ人が集うありとあらゆ
るところで通訳を担い、活動を共にしている。

 5/21　ビルマ語の世界へようこそ
日本語の「あかさたなはまやらわ」にあたる33の文字をじっくりながめ
てみよう。有気音と無気音は区別され、濁音も入っているから数が多い。
字も記号も「まるいをもって美しい」とする、表音でもあり、表意でもあ
る融通無礙のビルマ文字にふれてみよう。

 6/4　発音と人称
有気音、無気音の区別、三つの声調の使い分けがやっかいである。し
かも、語頭、語中、語尾のどこに来るかで、必ずしも規則通りの発音に
はならない。これはもう慣れるしかない。できればビルマ人のゲストに
来てもらって、ナマのビルマ語に耳を傾けたい。

 6/18　あいさつ・自己紹介

 7/2　冠称（名前の前につける言葉）と代名詞

 7/16　ビルマを学ぼう①　家族関係とコミュニティ

 7/30　食べ物のことば
2011年の東日本大震災直後、ビルマ人たちが被災地まで出向いて避難
所でチェッター（鶏肉）・アールー（じゃがいも）・ヒン（カレーあるいは
おかず）を作ってふるまったところ大好評だったという。鶏肉のほか牛
肉、豚肉、魚などを入れたカレー風
の料理を食べることが多い。日本人
の口にあうモヒンガー（そうめん風）
やオウノウ・カウスエ（ココナッツミ
ルク入りラーメン）など、麺類も豊富
である。ああ、バイサーラービー（腹
が減ってきた）。

 9/3　ビルマを学ぼう②　文学・音楽を味わう
ビルマの人たちは音楽を愛し、文学好きでもある。なかでも詩には幼い
頃から親しむ。誰しもが詩のひとつやふたつは毎日のように作る。詩は
韻をふんでおり、理解するのはかなりむずかしい。でも短いものに挑戦
してみたい。歌も聴いてみよう。

講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：若林大我（東京大学/法政大学 非常勤講師）
ペルー南部高地の先住民共同体をフィールドに、アルパカをはじめとする家畜の飼育・利用と、民話や
口承、儀礼などに表れる世界観との結びつきをテーマに研究。
●参考文献：友枝啓泰『雄牛とコンドル　アンデス社会の儀礼と民話』岩波書店 1986/友枝啓泰・染田秀藤（編）『アンデス文化
を学ぶ人のために』世界思想社 1997/山本紀夫（編）『アンデス高地』京都大学学術出版会 2007

 9/17　天気を表すことば

 10/1　簡単な否定文・疑問文

 10/22　ロールプレイングゲーム！

 日程調整中　特別企画　
ダディンジュまつりに行ってみよう！
ダディンジュ（燈明祭り）は9月、または10月の満月の日、雨季が明け、
雨季のあいだ厳しい修行をした僧侶のもとへ行き、捧げものを差し上
げ、法話を聴く。燈明に飾られたパゴダにも詣でる。東京では、在日の
ビルマの人たちが集まって、歌や踊りを楽しむ。時期が合えば、ビルマ
の人たちとともに楽しみたい。

 11/12　ビルマを学ぼう③

変わりゆくビルマ社会の〈いま〉を学ぶ
いわゆる民主化、国民和解が進みつつある一方で、ロヒンギャ民族弾圧
がつづくラカイン州、内戦状況を呈
しているカチン州など、少数民族に
かかわる問題は解決の兆しが見えな
い。在日ビルマ人にとっての「帰る」、

「帰らない」、「帰れない」の判断も母
国の情勢にかかわっている。

 11/26　ビルマ語の総おさらい
この講座でどれだけのビルマ語が話せるようになるか、見当がつかない。
カタコトでもいいだろう。文法がめちゃくちゃでもかまわない。コトバ
は恥をかけばかくほど上達する。ビルマの人を呼んで会話をしてみるの
もいいだろう。

 12/10　料理を食べておしゃべりしよう！
最終回はビルマ料理店で、にぎやかに。高田馬場だけでもビルマ料理、
シャン料理、カチン料理などなど、会場候補は目白押しだ。

■2013年５月〜 12月	 ■基本的に隔週金曜日 19:00 〜 21:00
■全13回/定員20名　	 ■受講料：38,000円
※ことばの学習の他に、ケチュア語世界により深く踏み入っていくためにトピックを挙げてお話をうかがいます。

■2013年５月～ 12月	 ■基本的に隔週火曜日 19:00 〜 21:00
■全14回/定員20名	 ■受講料：40,000円
※出かける回は交通費・食費などが別途かかります。

南米アンデス地域の先住民の言葉で、「ルナ・シミ（人間の言葉）」と呼ばれるケチュア語。今も先住民の
暮らしの基礎であり、ペルーやボリビアなどの国ではスペイン語とならぶ公用語にもなっています。こ
のクラスでは、インカ帝国時代から現在まで脈々と語り続けられてきたケチュア語を学ぶことを通して、
先住民の労働、食文化、歌や儀礼が持つ豊かな世界にふれていきます。ケチュア語を話す人びとがどん
な歴史を経験してきたのか、そして今どんな変化に直面しているのかについても考えてみましょう。

国民の多くが民主化を望むなか、苛酷な軍事政権の支配がつづいたビルマ（ミャンマー）は、2011 年以降、
テインセイン政権のもと、民主化・国民和解の道を歩み始めました。アウンサンスーチーも政治の舞台
に登場し、民主化の旗をかかげて日本で活動してきたビルマの人たちは、母国の情勢を注視しています。
多くの日本人も、ビルマの変化に関心を寄せており、なかでも経済界は、ビルマ市場の豊かな可能性、資源、
良質で安価な労働力に注目し、進出の機会をうかがっています。注目を集めるビルマとは、いったいど
んな国なのでしょう。どんな人びとがどんな暮らしを営んでいるのでしょう。ビルマ語の基礎をかじり
つつ、ビルマの世界に歩み入り、激動するビルマの「いま」を感じてみましょう。

はじめてのケチュア語 きほんのビルマ語
─ アンデス先住民の歴史と文化を学ぶ ─ 変わる社会と人びとの暮らしを学ぶ

5/17

オリエンテーション

ケチュア語の世界へようこそ
─ ケチュア語の背景とケチュア語話者の地理的ひろがりをながめる

講 師 ：太田昌国（現代企画室/民族問題研究）

先住民族言語を学ぶことの意味を、時代思潮の変化の中
で捉えてみます。　
●主著：『千の日と夜の記憶』現代企画室 1994/『「国家と戦争」
異説　戦時体制下の省察』現代企画室 2004　●参考文献：ドミ
ティーラ・バリオス、モエマ・ヴィーゼル『私にも話させて　アン
デスの鉱山に生きる人々の物語』現代企画室 1984/ベアトリス・パラシオス『「悪
なき大地」への途上にて』編集室インディアス 2008

 5/31　発音と人称　
おはなし：アンデス先住民の親族の呼びかたと家族生活

 6/14　あいさつ・自己紹介・時間を表わすことば
　おはなし：アンデス農村部の人びとの 1 年

 6/28　数詞
おはなし：ケチュア語のポピュラーミュージック・ワイノの世界

─ アンデス高地部を中心に

 7/12　動物・植物・色を表わすことば
おはなし：農村部の食べ物・暮らし

 7/20（土）14:00 〜 17:30

映画を観る

ケチュア語は「近代」の何を暴いたのか
─ ボリビア映画を観て知るアンデス現代史

◎上映作品：『コンドルの血』
監督：ホルヘ・サンヒネス / ボリビア /82 分 /1969 年

講 師 ：太田昌国（現代企画室/民族問題研究）

実に面白く、たくさんのことを語りかける、力強いメッセージ映画です。

●主著：『「拉致」異論　日朝関係をどう考えるか』河出文庫 2008/『テレビに映ら
ない世界を知る方法』現代書館 2013　●参考文献：太田昌国（編著）『アンデスで
先住民の映画を撮る　ウカマウの実践40年と日本からの協働20年』現代企画室 
2000/『第一の敵　ボリビア・ウカマウ集団シナリオ集』インパクト出版会 1981

 9/13　簡単な肯定文・天気を表わすことば

 9/27　簡単な否定文・疑問文

 10/11

大地と人間を治すアンデスの職能者：クランデーロ
講 師 ：岡本年正（フェリス女学院大学 非常勤講師）

アンデスの山や大地への信仰は、特に都市部ではクランデー
ロ（呪医）を中心に実践されています。彼らの実践からアン
デスの人びとの信仰や生活の現代的状況を考えていきます。
●参考文献：実松克義『アンデス・シャーマンとの対話　宗教人類学者が見たアン
デスの宇宙観』現代書館 2005/細谷広美『アンデスの宗教的世界　ペルーにおける
山の神信仰の現在性』明石書店 1997

 10/25　よく使う接尾辞

 11/8　純粋ケチュア語に触れる
16世紀末〜 17世紀初頭に成立したと考えられるワロチリ文書は、ほぼ
純粋なケチュア語で書かれた貴重な資料です。また、先住民の貴族の家
系出身とされるペルーの年代記作者ワモン・ポマの作品にもふれます。

 11/22　変わりゆく先住民社会
─ 開発、移住、生業の変容

私たちの社会と同様、アンデス先住民の社会も常に変わり続けてきまし
た。現在彼らが直面するさまざまな変化について、具体例を材料に議
論してみましょう。

 12/13　クロージング・パーティ！
アンデスの料理をみんなでつくり味わいましょう。　
※材料費が別途かかります。

写真提供：ビルマ市民フォーラム
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6/15

オリエンテーション

多国籍企業の不都合な真実
増田正人（法政大学 教員）

現代の大企業はみんな多国籍企業です。グロー
バル経済の中で力を強めている多国籍企業をど
う監督し、ルールを守らせていくのか、皆さん
と話し合っていきたいと思います。
●共著：『21世紀国際社会への招待』有斐閣 2003/『グローバル化・金融危機・
地域再生（21世紀への挑戦2）』日本経済評論社 2011　●参考文献：増田正人

「グローバル経済の現状をどう考えるのか」『経済』2012年10月号 新日本出
版社/増田正人『国民的最低限保障—
貧困と停滞からの脱却』（共著）大月
書店 2010

◎上映作品『ザ・コーポレーショ
ン』
監督：マーク・アクバー、ジェニファー・
アボット / 145 分 / 2004 年 / カナダ

7/6

モンサント 種子と生命を支配する
アグリビジネスの実態
印
い ん や く

鑰智哉（アクティビスト）

遺伝子組み換え作物商業化からわずか16年。そ
の間に世界の生態系を脅かすまでに至ったその
わけをじっくり分析しよう。そしてその支配を
覆すのは、食と職を作る私たち。
●参考HP：「Tomo's blog DigitalMedia」http://blog.rederio.jp/　●参考文献：
バンダナ・シバ『バイオパイラシー
─グローバル化による生命と文化の
略奪』緑風出版 2002

◎上映作品『モンサントの不自
然な食べもの』
監督：マリー＝モニク・ロバン / 108
分 / 2008 年 / フランス、カナダ、ド
イツ

7/27

シェブロン 環境汚染と経済植民地化
を進める石油開発ビジネス
千
せ ん だ い

代勇一（上智大学イベロアメリカ研究所 準所員）

キーワードは開発、環境破壊、エネルギー、連
帯です。講義では、現地調査で得た情報や経験
も交え、さまざまな観点からこのテーマについ
てお話をします。
●共著：『アンデス高地』京都大学学術出版会 2007/『コロンビアを知るた
めの60章』明石書店 2001　●参考文献：新木秀和『エクアドルを知るため
の60章（第2版）』明石書店 2012/
ジョー・ケイン『瀕死の森、勇士の槍』
新潮文庫 1999

◎上映作品『CRUDE ─アマゾ
ンの石油流出パニック』
監督：ジョー・バーリンジャー / 105
分 / 2009 年 / 米国

9/7

コカコーラ 労働者と労働組合を
徹底的にいじめ抜く極悪企業
布施恵輔（全国労働組合総連合〈全労連〉国際局長）

課税逃れ、現地の産業や文化の破壊、そして労
働者の搾取・使い捨て。グローバル化のもと多
国籍企業は、世界中で安価な労働力と市場を求
め跋扈しています。本映画を題材に、多国籍企
業の労働者いじめと、それに対するたたかいについて考え
ます。
●参考文献：友寄英隆『「国際競争
力」とは何か　賃金・雇用、法人税、
TPPを考える』かもがわ出版 2011

◎上映作品『コカコーラ・ケー
ス ─多国籍企業の犯罪』
監督：カルメン・ガルシア / 86 分 / 
2009 年 / カナダ

9/28

エビアン、スエズ　
水戦争の時代に躍る大企業
佐久間智子（PARC代表理事）

あらゆる水問題は、他の環境問題と同様、人間
活動によるものです。そして、現在の加害者も
未来には被害者です。対岸の火事で終わらせな
いために何ができるか、考えていきます。
●主著：『穀物をめぐる大きな矛盾』筑波書房 2010　●訳書：ラジ・パテル『肥
満と飢餓—世界フード・ビジネスの不幸のシステム』作品社 2010　●参考文
献：モード・バーロウ『ウォーター・ビジネス—世界の水資源・水道民営化・
水処理技術・ボトルウォーターをめぐる壮絶なる戦い』作品社 2008/橋本淳
司『世界が水を奪い合う日・日本が
水を奪われる日』PHP研究所 2009

◎上映作品『ブルー・ゴールド
─狙われた水の真実』
監督：サム・ボッゾ / 90 分 / 2008 年
/ 米国

10/19

あなたのジーンズは大丈夫？ 
中国の若い女性労働者の現実
白木朋子（特定非営利活動法人ACE事務局長）

グローバリゼーションが引き起こす影の現実を
知るとともに、ポジティブな変化を起こすため
にわたしたちには何ができるか、一緒に考えて
いきたいと思います。
●主著：『わたし8歳、カカオ畑で働きつづけて。児童労働者とよばれる2億
1800万人の子どもたち』合同出版 2007　●参考文献：レスリー・T・チャン

『現代中国女工哀史』白水社 2010/藤井敏彦、海野みづえ『グローバルCSR調
達　サプライチェーンマネジメント
と企業の社会的責任』日科技連出版
社 2006

◎上映作品『女工哀歌』
監督：ミカ・X・ペレド / 88 分 / 2005
年 / 米国

11/9

GE 核兵器に手を染める企業への
草の根ボイコットキャンペーン！
塚田晋一郎（NPO法人ピースデポ 事務局長代行）

私たちの暮らしとは、どこか遠い存在に思える
「核兵器」。しかしそこには、「隠された誰かの

利益」があります。草の根の市民の視点から考
えるきっかけとなれば幸いです。
●主著：『イアブック 核軍縮・平和 2012』高文研（発行：ピースデポ） 2012/

「オスプレイ配備の危険性」岩波書店『世界』2012年7月号　●参考文献：『核
兵器・核実験モニター』第309号（4-5ページに記事） 
ピースデポ、2008年 http://www.peacedepot.org/nmtr/
bcknmbr/nmtr309.pdf/ラッシュジャパン「核兵器廃絶
キャンペーン」ピースデポが協力 2010  http://www.
lushjapan.com/contents/photoalbum/nonukes/index.
asp

◎上映予定作品『命を脅かす虚偽：GE、核兵器、
そして私たちの生活環境（原題：Deadly Deception: 
GE, Nuclear Weapons, and our Environment』
監督：Debra Chasnoff / 29 分 / 1991 年 / 米国

11/30

多国籍企業が私たちの暮らしを
支配できると思ったら大間違い！
松本 哉（素人の乱 5号店店主）

どうも最近世の中しみったれてるね〜。いやー
暗い暗い。ケッ、バーカバーカ！　こうなった
ら言うこと聞かないもんね〜、ザマーミロ！　
…という感じの人は集まるしかない！
●主著：『貧乏人の逆襲！ タダで生きる方法』筑摩書房 2008/『素人の乱』（二
木信と共著）河出書房新社 2008　●参考文献：アビー・ホフマン『この本を
盗め』都市出版社 1972/『TOWN WORK』リクルート 毎週月曜日

◎上映作品『ザ・テイク（工場
占拠）─新しい世界をつくる労
働者たち』
監督：ナオミ・クライン＆アヴィ・ル
イス / 87 分 / 2004 年 / カナダ

07
いのちを支配する多国籍企業に NO!

─ グローバリゼーションを知るシネマ＆トーク

■2013年６月〜 11月	 ■基本的に土曜日 14:00 〜 17:00
■全８回/定員30名	 ■受講料：30,000円　※映画上演時間によって終了時間が変わります。

私たちの暮らしの隅々に広がる経済のグローバリゼーション。「それって、いったい何のこと？」
というあなた。食べ物、着る物、サービス、情報……と、実は私たちの生活のさまざまな場面
にその実態は広がっています。推進しているのは、広告や商品でおなじみの世界でも名だたる
多国籍企業たち。利潤を追求し、自由貿易を推進しながら、貧困や格差、環境破壊などの負の
影響を起こしつつ肥え太ってきました。「何でも安ければいい」「便利なことはすばらしい」「デフ
レ歓迎！」と思っていると、多国籍企業の支配はさらに進んでしまいます。このクラスでは、多
国籍企業の恐るべき実態を、優れたドキュメンタリー作品を通して学びます。専門家や活動家
にたっぷりと解説していただき、参加者同士の議論を行ないます。弱肉強食のグローバリゼー
ションではなく、ともに生きる世界をめざし、知識と知恵と言葉を身につけていきましょう！
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Ⅰ　グローバルにかけめぐるお金の謎
― お金にまつわる「神話」「思い込み」を疑おう

5/29

オリエンテーション＆ワークショップ

グローバル経済と「マネー資本主義」を
体験しよう
八木亜紀子（開発教育教会〈DEAR〉職員）

楽しいゲームを通して、貿易を中心とした世界
経済の基本的な仕組みを理解し、経済のグロー
バル化が引き起こす課題を体験します。参加者
同士でじっくりゲームをふり返り、話し合うこ
とを通して、「おカネ」と「経済」について見つめ直します。
●主著：『もっと話そう！エネルギーと原発のこと　参加型で学び合うための
16の方法』DEAR 2012/『時事問題を教室へ　グローバル・エクスプレス』各
号 DEAR 2003 ～　●参考文献：『新・貿易ゲーム　経済のグロ－バル化を考
える』 DEAR 2001

Ⅱ　私たちを不幸にする「お金」のシステム

6/19

みんなが幸せになるための「税金」は
あるのだろうか？

― 高齢化社会・不安社会における税制を考える

三木義一（青山学院大学法学部 教授/共栄法律事務所）

日本を自己責任の国にするか、社会連帯の国に
するかは、結局、税制と財政のあり方に規定さ
れる。減税は基本的に自己責任の国になる方向
であることに注意しましょう。
●主著・参考文献：『日本の税金 新版』岩波新書 2012/『よくわかる税法入門
　税理士・春香のゼミナール 第7版』 有斐閣選書 2013

7/3

なぜ金融機関は、
兵器産業に加担してしまうのか？

― 地雷廃絶日本キャンペーンの取り組みから　

目加田説子（中央大学総合政策学部 教授/地雷廃絶日本キャンペーン 理事）

一見、非日常な問題を、自身の生活に引き付け
てとらえる感性を磨きましょう。
●主著・参考文献：『行動する市民が世界を変えた　クラスター
爆弾禁止運動とグローバルNGOパワー』毎日新聞社 2009/『国
境を超える市民ネットワーク　トランスナショナル・シビル
ソサエティ』東洋経済新報社 2003

7/17

原発ムラをかけ巡るマネー
熊本一規（明治学院大学国際学部 教授）

原発をめぐるお金の流れは、人びとの幸福につ
ながらないお金の流れの代表的な事例です。ど
ういった仕組みで私たちの税金や電気料金が原
発に回されているのかをお話しします。
●主著・参考文献：『脱原発の経済学』緑風出版 2011/『がれき処理・除染は
これでよいのか』（共著）緑風出版 2012

Ⅲ　世界の思想と事例から学ぶ

7/31

現金経済への包摂と暮らしの防衛
― 牛の民の定住化＝農耕民化の 1 世紀

小馬 徹（神奈川大学人間科学部 教授）

ケニアの牛牧民キプシギスは、植民地政府に
よって指定された領土（定住地）を、その後半分
奪われ、さらに人頭税・小屋税を通じて現金経
済に取り込まれていきました。この間の必死な
対抗の試みとその意味を検討します。
●主著：『贈り物と交換の文化人類学　人間はどこから来てどこへ行くのか』
御茶の水書房 2000/『カネと人生』（編著）雄山閣 2002

8/7

利子のないイスラーム金融がつくる
連帯と共生の視点
糠谷英輝（広島経済大学経営学科 教授）

利子のない金融として長い間機能してきたイス
ラーム金融の仕組みやその背景にある思想、そ
してそれが今どのようにグローバル金融システ
ムのなかで共存しているのかをご紹介します。
●主著：『拡大するイスラーム金融』蒼天社出版 2007　●参考文献：『世界を
席巻するイスラム金融』かんき出版 2007/『中東マネーとイスラム金融』 同友
館 2008

Ⅳ　人びとの金融・人びとのお金を！
― 社会を変えていくためのチャレンジ

9/4

100年先にも「社会に必要とされるいい
会社」を選んで投資！

― 鎌倉投信の挑戦

鎌田恭幸（鎌倉投信（株）代表取締役）

人は生き方において、働き方において、お金の
使い方において社会をより善くすることができ
ます。「一人ひとりの意志あるお金が未来を拓
く」鎌倉投信が3年間実践してきた金融の在り
方をお伝えします。
●主著：『日本でいちばん投資したい会社』アチーブメント出版 2011　●
参考文献：鎌田恭幸『日本でいちばん投資したい会社』アチーブメント出版 
2011/『21世紀をつくる人を幸せにする会社』（共著）ディスカヴァー・トゥ
エンティワン 2012

9/24（火）

ソーシャル・ファイナンス革命
― 世界を変える金融の新潮流

土谷和之

今SNSを利用して個人からお金を集めて投資す
る仕組みや、出資者が直接プロジェクト支援に
関われる仕組みなど、世界を変える新たな金融
の仕組みが各地で創られ始めています。こうし
た仕組みの意義や今後の発展の方向性などについて、講師
が関わるファンドの事例をベースに解説します。
●共編著：『おカネで世界を変える30の方法』合同出版 2007　
●参考ウェブサイト：http://www.arunllc.jp/

10/9

企業の行動を変える！
― 「責任投資原則 」の普及と企業の CSR を　　　

徹底させる取り組み

河口真理子

金融機関がどのように変われば環境問題・社会問
題の解決に金融が貢献することができるのか？　
近年進んでいる金融の世界の変革についてお話しします。
●主著：『CSR経営　企業の社会的責任とステイクホルダー』（共著）中央経済
社 2004/『CSR企業価値をどう高めるか』（共著）日本経済新聞社 2004　

10/26（土）〜 27（日）　1 泊 2 日

東海地方を訪ねる

地域で実現する「志金循環」
― NPO バンクで活性化する地域を訪ねよう

木村真樹（コミュニティ・ユース・バンクmomo 代表理事）

志のお金が地域に循環する「志金循環」。その実
践を通して地域にどんな変化が実現しているの
か？　momoの融資先への訪問を通して、その
目で見てください。
●主著：『NPOバンクを活用し
て起業家になろう！ 組織作り
から資金調達まで』（共著） 昭
和堂 2007/『おカネで世界を変
える30の方法』（共編）合同出
版 2007

11/6

おわりに　生命を守るお金の展望
― エコロジー、デモクラシー、脱成長

中野佳裕（国際基督教大学 助手・研究員）

地域社会の底力を高める観点から、お金の役割を再検討し
ます。
●共著：勝俣誠、マルク・アンベール編『脱成長の道』コモンズ 2011　●参
考文献：セルジュ・ラトゥーシュ『経済成長なき社会発展は可能か？ 〈脱成長〉
と〈ポスト開発〉の経済学』（中野佳裕訳）作品社 2010（＊11刷以降）/『消費
社会からの脱出（仮）』作品社 2013年4月刊行予定

08 お金をソーシャルに！

■2013年５月～ 11月　	■基本的に隔週水曜日 19:00 ～ 21:00
■全11回/定員30名　	 ■受講料：30,000円
※出かける回は交通費・宿泊費・食費などが別途かかります。

グローバル経済は国境を越えて拡大し、世界中で貧困と格差、環境問題や戦争・紛争が絶えま
せん。「お金があること」が価値あることとされ、貧しい人びとは生きる権利さえ奪われている
という状況も少なくありません。私たちは「お金 」に縛られ、「お金 」のために生きている―そん
な時代といえるのかもしれません。しかし、「お金 」や「経済 」とは、本来私たちが安心して幸せ
に生きていけるための仕組みです。近年、社会的課題を解決しつつ新たなお金の流れを創出す
るソーシャルファイナンスや、市民出資により実現するプロジェクト、企業の利潤追求を規制
する制度づくりなど、さまざまな取り組みが生まれています。このクラスでは、お金を社会的
な存在に変えることで、私たちの暮らしと社会を変革していくための理論と実践を学びます。

（国際青年環境NGO A SEED JAPANエコ貯金プロジェクト/ARUN, 
LLC. ディレクター）

（（株）大和総研 主席研究員/社会的責任投資
フォーラム 代表理事・事務局長）
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6/11

まずはきちんと知ろう！　
─ ビルマ（ミャンマー）の歴史と基礎知識

根本 敬（上智大学外国語学部 教授/ビルマ市民フォーラム 運営委員）

「変化」が続くビルマ。でも、表面だけを追って
も問題の本質は見えてきません。最初の回では、
歴史や文化に関する基礎知識を学びながら、理
解を深める準備をします。
●主著：『抵抗と協力のはざま　近代ビルマ史のなかのイギリスと日本』 岩波
書店 2010/『ビルマ独立への道　バモオ博士とアウンサン将軍』 彩流社 2012
●参考文献：根本敬・田辺寿夫『アウンサンスーチー　変化するビルマの現状
と課題』角川oneテーマ21 2012

6/29（土）14:00 〜 17:00

抵抗し続けた人びと
─ 映像からみた民主化運動

田辺寿夫 ビルマ名：シュエバ Shwe Ba

（ジャーナリスト/ビルマ市民フォーラム 運営委員/NPO「さぽーと21」評議員/NHKビ
ルマ語ラジオ番組・ニュース制作）

ビルマは民主化に向かって歩みはじめた。ここまで来たの
は、民主国家、平和な国への国民のあくなき執念と、それ
を支援したDVBなど国外からのビルマ語メディアの活動が
あったからである。その歩みをふりかえって、今後への展
望をえがきたい。
●主著：『ドキュメント　ビルマ民主化運動 1988』梨の木舎 1989/『ビルマ 

「発展」のなかの人びと』岩波新書 1996　●参考文献：田辺寿夫『負けるな！ 
在日ビルマ人』梨の木舎 2008/根本敬・田辺寿夫『アウンサンスーチー　変化
するビルマの現状と課題』角川oneテーマ21 2012

政治囚となった人びと
写真提供：ビルマ市民フォーラム

7/9

アウンサンスーチー　
まなざしの先にあるもの（思想と実践）
根本 敬（上智大学外国語学部 教授/ビルマ市民フォーラム 運営委員）

報道だけではわからないアウンサンスーチーの思想と実践
を取り上げ、彼女が国民とともにビルマをどのような国に
変えたいと考えているのか、しっかり考えます。

7 月または 9 月で調整中

グローバリゼーションの中のビルマ経済
─ 発展戦略を考える

工藤年博（JETROアジア経済研究所研究企画部 主任調査研究員）

「知られざる国」から「アジア最後のフロンティ
ア」へ変貌し、世界の企業から熱い視線を送ら
れるミャンマー。ミャンマーの発展は約束され
たものなのか。同国の発展戦略と国際社会の関
わり方を考える。
●主著：『ミャンマー政治の実像　軍政23年の功罪と新政権のゆくえ』（編著）
アジア経済研究所 2012/『ミャンマー経済の実像　なぜ軍政は生き残れたの
か』（編著）アジア経済研究所 2008　●参考文献：尾高煌之助・三重野文晴編
著『ミャンマー経済の新しい光』勁草書房 2012

9/10

日本のODAはどのように使われたのか
─ これからの援助のあり方を考える

根本悦子（NPO法人ブリッジ エーシア ジャパン代表/事務局長）

「アジア最後のフロンティア」として注目を浴びる
ミャンマーで、日本はODAの再開を表明し、次々
と開発に着手している。これまでのミャンマーの
経験をふまえ、あるべき援助の形を提案する。
●参考文献：新石正弘『アジアに架ける橋　ミャンマーで活躍するNGO』コモ
ンズ 2009/工藤年博編著『ミャンマー政治の実像　軍政23年の功罪と新政権
のゆくえ』アジア経済研究所 2012

10/5（土）午後

在日ビルマ人コミュニティを訪ねる

ビルマ料理を味わいながら聞く、
在日ビルマ人の生きる「いま」
チョーチョーソー（ビルマ民主化ネットワーク）

1991年に、政治難民として日本に逃れてきた
チョーチョーソーさん。それから20年あまり、
母国の民主化を求める活動家として、在日ビル
マ人コミュニティの世話役として、力を尽くし
てこられました。コミュニティが直面している変化や今後
の課題について、率直にお話いただきます。またコミュニ
ティのたまり場でもあるレストラン「Ruby」で、美味しいビ
ルマ料理も堪能しましょう！

10/15

日本の難民認定の実情　最前線からの報告
渡辺彰悟

日本はかつて難民鎖国といわれ、非常に高い
ハードルを設けて、難民申請者を拒否してきま
した。ビルマの民主化が進展していくかにみえ
るなか、今後、日本での庇護はどう進み、どう
変化していくのか、ビルマ以外の難民申請者の保護の実態
や、日本の難民受容れはどうあるべきなのかを語ります。

政治囚となった人びと / 独房の再現
写真提供：ビルマ市民フォーラム

10/29

帰国、憲法改正、教育の立て直し
─ ビルマと日本の「これから」にどう向き合うか

田辺寿夫 ビルマ名：シュエバ Shwe Ba

（ジャーナリスト/ビルマ市民フォーラム 運営委員/NPO「さぽーと21」評議員/NHKビ
ルマ語ラジオ番組・ニュース制作）

帰ろうか、様子を見ようか、日本に残ろうか、さまざまな
思いでいま在日ビルマ人社会は揺れている。帰った場合に
せよ、日本に残る場合にせよ、ビルマ人たちが、人権を保
障される平和な社会の実現が必要である。そのために何を
すればいいのかを考えたい。

09
ビルマとミャンマーのあいだ

■2013年６月～ 10月　	■基本的に隔週火曜日 19:00 ～ 21:00
■全８回/定員30名　	 ■受講料：25,000円　
※出かける回は交通費・食費などが別途かかります。

長く続いた軍事政権時代から、幾多の試練を越えてようやく本格的に民主化の道をたどろう
としているビルマ（ミャンマー）。新たなビジネスチャンスだとして、日本をはじめ多くの多
国籍企業が進出を模索する一方、この国の経てきた歴史、その重みや文化・社会の多様性は、
ほとんど知られていません。ねばり強くはぐくまれてきた民主化運動の実態や、日本とのか
かわり、在日ビルマ人コミュニティの人びとの生きた声などをつうじて、ビルマ（ミャンマー）
の課題と現状、可能性を学びます。同時に、私たちはアジアの友人としてビルマという国・
ビルマの人びととどうつながりあえるかも考えていきます。

世界三大仏教遺跡のひとつ バガン

難民キャンプの子どもたち
写真提供：ビルマ市民フォーラム

（弁護士/在日ビルマ人難民申請弁護団 事務局長/ビルマ市民フォー
ラム 事務局長）

─ 変わる社会とどう向き合うか
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6/20

オリエンテーション 

アフリカは貧しいのか？　
わたしたちは豊かなのか？
勝俣 誠（明治学院大学経済学部 教授）

アフリカは植民地期から世界経済の景気変動に
合わせて「資源争奪の大陸」となったり、「チャ
リティの大陸」になったり、外部から一方的に
規定されてきました。講義では何よりも、アフ
リカの人々の自らの尊厳をかけた戦いによる「人々が変える
大陸」の現状分析を試みます。『新・現代アフリカ入門　人々
が変える大陸』をテキストに使用しますので、予習をオス
スメします。
●主著：『新・現代アフリカ入門　人々が変える大陸』岩波新書 2013年4月
刊予定　●参考文献：勝俣誠『脱成長の道　分かち合いの社会を創る』（共著）
コモンズ 2011

7 月

検証！ TICAD（アフリカ開発会議）
― 国際社会はアフリカとどんな支援と関係を

　 つくってきたのか

講師交渉中
「アフリカ開発会議」（TICAD）は1993年に始まった国際会議

で、日本はそこでさまざまな役割を果たしてきたといわれ
ます。2003年6月・横浜でのTICAD後のこの回では、これ
までの取り組みはもちろん、会議で何が話され、どんな声
がアフリカ各国から出されたのか。また国際社会がアフリ
カに「関わる」とはどんなことなのか、実際にTICADに関わ
る専門家からお話をうかがいます。

7/18

「援助」はアフリカの人びとを
幸せにしてきたのか？

― 開発・援助機関と国際社会の支援を検証する

稲場雅紀

2000年以降、国際社会の援助潮流は大きく変化
し、「貧困削減」を大きく掲げ、援助国・機関に
よる協調も積極的に行われている。「援助」は本
当に変わったのか。市民社会の立場から検証す
る。
●共著：『流儀　アフリカと世界に向かい我が邦の来し方を振り返り今後を考
える二つの対話』生活書院 2008/『「対テロ戦争」と現代世界』木戸衛一編 お
茶の水書房 2006　●参考文献：「動く→動かす」編『ミレニアム開発目標　世
界から貧しさをなくす8つの方法』合同出版（合同ブックレット2）2012

8/1

紛争はなぜ起こるのか、
国際社会はどう向きあってきたのか

― 国家、民族、介入

武内進一（日本貿易振興機構〈ジェトロ〉・アジア経済研究所）

アフリカの紛争は、アフリカと私たちとの関係
についてさまざまなことを教えてくれます。ル
ワンダやコンゴ民主共和国、マリなどの事例を
もとに、アフリカの国家と民族、そして国際社
会の介入について考えます。
●主著：『現代アフリカの紛争と国家　ポストコロニアル家産制国家とルワン
ダ・ジェノサイド』 明石書店 2009/『戦争と平和の間―紛争勃発後のアフリカ
と国際社会』（編著）アジア経済研究所 2008　●参考文献：『アジ研ワールド・
トレンド』2012年10月号（特集：不安定化する「サヘル・アフリカ」）（ウエブ
にて公開中）/藤原帰一・大芝亮・山田哲也編『平和構築・入門』有斐閣 2011

9/13（金）

ソマリア「海賊」対処と
ジブチ自衛隊基地設置

― その植民地主義的な性格と「平和主義 」の危機

高林敏之（日本アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会 常任理事）

ソマリア「海賊」問題を利用した、国際警察行動
の法制化とジブチへの自衛隊基地の設置。「悪」
との対決を大義名分に「平和主義」を崩壊させる
動きを検証します。
●主著：『トラウマ的記憶の社会史　抑圧の歴史を生きた民衆の物語』（共著）
明石書店 2007/『ハンドブック 現代アフリカ』（共著）明石書店 2002　●参考
文献：高林敏之「『ソマリア海賊問題』を生み出したもの　あるいはアフリカ
で奏でられる『帝国復活』のファンファーレ」『歴史学研究』第862号 2010年
1月

9/26

コンゴ民主共和国
鉱山開発・土地・資源と暴力
ムケンゲジャイ・マタタ（オリエンス宗教研究所 所長）

コンゴ民主共和国は、隣接国の武装勢力による
資源強奪など鉱物資源の問題がクローズアップ
されている。それにともなうITとの関連、女性
や子ども・高齢者への暴力などの人権問題につ
いて考察したい。
●参考文献：米川正子『世界最悪の紛争「コンゴ」　平和以外に何でもある国』
創成社 2010
Alain Deneault, Noir Canada. Pillage, corruption et criminalité en Afrique, ed. 
écosociété,2008

10/10

“アフリカ”の伝えられ方
― 日本における報道

ウィリー・トコ（東京大学大学院 学際情報学府博士課程学際情報学専攻）

先進国のメディアが産み出している「新マザー・
テレサやマッカーサーたち」は「アフリカ」を救
えない。アフリカの人びとが、日本を含む先に

「進んだ国」の「いいところ」をしっかり認識し、
消化しない限り、援助などは「牛乳一気飲み逆効果」を起こ
し続けるに違いない。
●参考文献：石弘之 『子どもたちのアフリカ　〈忘れられた大陸〉に希望の懸
け橋を』岩波書店 2005/山崎武也 『お金の使い方でわかる男の器量』PHPエ
ル新書 2002

10/24

映像や文化をつうじて学ぶアフリカ
人びとの運動
津山直子（NPO法人アフリカ日本協議会 理事/関西大学 客員教授）

アフリカの人びとによる運動、私たちと共通す
る課題、理解・連帯・協働していくことなどを
映像を交えながら一緒に考えていきたいと思い
ます。
●共著：『南アフリカを知るための60章』 明石書店　2010/「動く→動かす」
編『ミレニアム開発目標　世界から貧しさをなくす8つの方法』合同出版（合同
ブックレット2）2012

※「12. テレビが伝えない世界の真実」クラスと合同

11/7

世界最貧国のエチオピア、
豊かだが閉塞する日本

― エシカル・フェアトレードの社会的企業でつなぐ

鮫島弘子（andu amet 代表取締役）

andu ametは、羊皮のなかでも世界最高峰であ
るエチオピアン・シープスキンを使った、エシ
カル×リュクスなブランドです。皆さんと事業
についていろいろなお話をさせていただきたい
と思っています。
※エシカル×リュクスとは、倫理的であり、かつぜいたくで優雅な、という意味です。

11/21

アフリカの人びととつながるために
― 貧困と自立のために、私たちは何を「すべき」でないか

舩田クラーセンさやか（東京外国語大学大学院地域文化研究科 准教授）

私たちとアフリカの人びととのかかわり、連帯
を阻むものとは何か。私たちの意識や行動に内
面化された「豊かさ」「貧しさ」、「援助する側」「さ
れる側」という規範を取り除き、ともに考える
回路を見出そう。
●主著：『アフリカ学入門　ポップカルチャーから政治経済まで』明石書店 
2010『モザンビーク解放闘争史　「統一」と「分裂」の起源を求めて』御茶の水
書房 2007
※事例として、現在モザンビーク北部農村部で日本とブラジル政府が進めるプロ
サバンナ事業を検討対象とします。事前にブログ（http://afriqclass.exblog.jp/i38）
で資料を読んでおいてください。

10 アフリカとわたしたち

■2013年６月～ 11月　	■基本的に隔週木曜日 19:00 ～ 21:00
■全10回/定員30名　	 ■受講料：28,000円

貧困や紛争、戦争、水や食糧などの不足、そして大企業や先進国による資源争奪─。アフ
リカのさまざまな課題は、いまも深刻であり、その多くは解決の途上にあります。これらの
問題に、日本はどのように関わってきたのでしょうか。そのプロセスで、アフリカの人びと
の暮らしや考え、本来の豊かな文化に私たちはどれだけ直にふれてきたでしょうか。このク
ラスでは、日本と国際社会がアフリカにどう向き合ってきたかを検証するとともに、アフリ
カと日本のつながりを改めて考え、切り結びます。2013 年 6 月に横浜で開催される「第 5 回ア
フリカ開発会議（TICAD）」も一つの機会として、アフリカを学び、日本との関係、そして市民
社会を考えましょう。

（「動く→動かす」〈GCAP Japan〉事務局長/（特活）アフリカ日本協議
会 国際保健部門ディレクター）
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6/21 

オリエンテーション

国、国家、国民、民族とは何か
─ 安全保障を考える前に 

渡邉憲正（関東学院大学経済学部 教授）

安全保障とナショナリズムの問題を理解するうえで基礎と
なる、近代の「国家」「国民」「民族」、さらには「安全」といっ
た概念が何を意味するのかについて考えます。
●主著:『イデオロギー論の再構築—マルクスの読解から』青木書店 2001/『格
差社会とたたかう—＜努力・チャンス・自立＞論批判』（共著）青木書店 2007
●参考文献：ホブズボーム『ナショナリズムの歴史と現在』大月書店　2001/
ゲルナー『ネイションとナショナリズム』岩波書店 2000

大屋定晴（都留文科大学他 非常勤講師）

日常当たり前のように使われている「日本国」や
「日本国民」「日本人」。これらの言葉はそもそも何

なのでしょうか。クラスの始まりに考えてみます。
●共訳著：ジャイ・セン他編『世界社会フォーラム 帝国への挑戦 』作品社 
2005/ウィリアム・フィッシャー他編『もうひとつの世界は可能だ—世界社会
フォーラムとグローバル化への民衆のオルタナティブ』日本経済評論社 2003
●参考文献：デヴィッド・ハーヴェイ『コスモポリタニズム』（仮題）作品社 
2013

7/19 

「固有の領土」は存在するの？
─ 日本の国境問題

孫崎 享（元外務省国際情報局長）

尖閣諸島は日中間で緊張をもたらしています。
軍事紛争を回避し、平和的手段で解決する手段を模索しま
す。今一番重要なことは日本国民が歴史的事実をしっかり
把握した上で議論することと思います。 
●主著:『戦後史の正体:1945-2012』創元社 2012/『検証　尖閣問題』岩波書店 2012 
●参考文献：孫崎享『不愉快な現実:中国の大国化、米国の戦略転換』講談社 2012/
孫崎享『日本人のための戦略的思考入門—日米同盟を超えて』祥伝社新書 2010 

※ 15.「戦後史の死角」クラスと合同  

8/9 

「竹島／独島」
─ 領土ナショナリズムを克服するために

姜
カ ン

 誠
ソ ン

（ジャーナリスト） 
国境を越えた市民の協働を阻む領土ナショナリズムの病理
を探り、竹島領有争いの棚上げをもたらした「竹島密約」な
どを参考に、日韓による竹島の共同管理というアイデアを
考えます。 
●主著:『越境人たち 六月の祭り』集英社 2003　●参考文献：姜誠「領土ナショ
ナリズムをどう乗り越えるか」『世界』2012年11月号 岩波書店  

9/6 

近代日本における国家・植民地主義・領土
─ もうひとつの歴史的考察

小菅信子（山梨学院大学法学部政治行政学科 教授） 
近代日本の植民地主義を縦軸に、日本赤十字社
の展開や海外発展、「満州国赤十字社」をめぐる
諸問題を横軸にお話しします。 
●主著:『戦後和解—日本は〈過去〉から解き放たれるのか』中公新書 2005/『ポ
ピーと桜—日英和解を紡ぎなおす』岩波書店 2008　●参考文献：『日本赤十
字社と人道援助』（共著）東京大学出版会 2010/「〈保護標章問題〉についての
ノート— 政治文化史的視点から」『法学論集・政治行政学科創設20周年  記念
号』（山梨学院大学法学研究会編） 2011  

9/20 

中国と日本
─ 歴史認識の違いをどう乗り越えるか 

劉
リュウ

 傑
ケ ツ

（早稲田大学社会科学総合学術院 教授） 
歴史認識をめぐって、日本の高度成長世代と中
国の文化大革命世代は噛み合わない。不幸な歴
史を乗り越えて、健全で明るい両国関係のため
に、両国の人びとは何が求められているのか。
両国の歴史認識の構造を分析し、和解の道筋を考える。
●主著:『中国の強国構想: 日清戦争後から現代まで』筑摩書房 2013/『中国人
の歴史観』文春新書 1999　●参考文献：劉傑、川島真『1945年の歴史認識—

「終戦」をめぐる日中対話の試み』（共編著）東京大学出版会 2009/小林道彦、
中西寛 『歴史の桎梏を越えて—20世紀日中関係への新視点』（共著）千倉書房 
2010  

日程調整中 

沖縄に基地を押しつけながら、
「民主主義」といえますか？ 
伊波洋一（元宜野湾市長）　 
沖縄の全市町村長と全市町村議会そして沖縄県
議会と沖縄県知事が普天間基地の県内移設とオ
スプレイ配備に反対しても、日本政府が基地を
押し付ける日米安保の実態を考える。 
●主著:『普天間基地はあなたの隣にある。だから一緒になくしたい』かもがわ
出版 2010/『沖縄とヤマト』対談集（共著）かもがわ出版 2012　●参考文献：
伊波洋一『普天間基地はあなたの隣にある。だから一緒になくしたい』かもが
わ出版 2010/伊波洋一、柳澤協二『対論　普天間基地はなくせる—日米安保
の賛成・反対を超えて』（共著）かもがわ出版 2012  

11
領土・国家・ナショナリズム　 

■2013年６月〜 11月　	■基本的に金曜日 19:00 〜 21:00　
■全８回/定員30名　	 ■受講料：28,000円

尖閣諸島や竹島 / 独島を巡る中国・韓国との緊張関係、自民党が掲げる「国防軍の創設 」、普
天間基地の移設問題─ニュースでよく目にする話題ですが、問題の本質はあまり見えてき
ません。このクラスでは、国内外の「安全保障 」を巡る様々な問題をわかりやすく整理して学
んでいきます。「国家 」「国民 」「領土 」とはいったい何を意味するのか、領土問題の平和的解
決策、近代日本が歩んだ植民地化と戦争の歴史、歴史認識の違いを越えて隣国の人びとと相
互理解を深める取り組み 、過剰な基地負担を強いられてきた沖縄の人びとの声、自衛隊の存
在意義、そして国を越えて一人ひとりの人間を守るために私たち市民ができることについて、
それぞれの分野の専門家や当事者と一緒に考えていきましょう。

11/15 

自衛隊は何を守るために存在するのか 
半田 滋（東京新聞 論説兼編集委員） 
東日本大震災で活躍した自衛隊。「人助け」によ
る存在感を高めたはずですが、安倍首相は憲法
改正して「国防軍」にするといいます。わたした
ちにとって、どんな組織が有意義なのか、一緒
に考えましょう。 
●主著:『「戦地」派遣—変わる自衛隊』岩波新書 2009/『ドキュメント 防衛
融解—指針なき日本の安全保障』旬報社 2010　●参考文献：『3.11後の自衛
隊——迷走する安全保障政策のゆくえ』岩波ブックレット 2012 

日程調整中 

「人間の安全保障」と市民社会の役割
─ 紛争・災害・貧困から人びとを守るために 

長 有紀枝  

「人間の安全保障」概念の基礎を整理した後、紛
争、災害、貧困など多様化する脅威から、一人
ひとりの人間を守るための方策や、市民社会の
役割について考えます。 
●主著:『入門 人間の安全保障　恐怖・欠乏からの自由を求めて」中央公論新
社 2012/『スレブレニツァ　あるジェノサイドをめぐる考察』東信堂 2009　
●参考文献：長有紀枝『入門 人間の安全保障　恐怖・欠乏からの自由を求め
て」中央公論新社  2012/最上敏樹『人道的介入—正義の武力行使はあるか』岩
波新書　2001  

食料難で農場となった議事堂（1946 年 6 月）。安全保障とは単に軍事や外
交上の問題ではなく、食糧や貧困など人間のいのちに関わる問題でもある

（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科・同社会学部 教授/
特定非営利活動法人難民を助ける会 理事長）

─ 誰のための「安全保障」か

尖閣諸島

Dokdo_Photo by Rachouette 竹島 / 独島



18 19P A R C  F R E E D O M  S C H O O L P A R C  F R E E D O M  S C H O O L

世
界
の
学
校

世
界
の
学
校

こ
と
ば
の
学
校

こ
と
ば
の
学
校

社
会
の
学
校

社
会
の
学
校

連
続
ゼ
ミ

連
続
ゼ
ミ

環
境
・
暮
ら
し
の
学
校

環
境
・
暮
ら
し
の
学
校

表
現
の
学
校

表
現
の
学
校

お
昼
の
学
校

お
昼
の
学
校

世界の学校

世
界
の
学
校

世
界
の
学
校

5/23

民主主義への挑戦は始まっている
― アメリカの「凋落 」と
　 動きだす人びとのグローバリゼーション

西谷 修（東京外国語大学大学院 教授）

イラク戦争から10年。米国の軍事・経済的なプ
レゼンスは当時よりも落ちたといわれます。こ
の間に世界では新自由主義がさらに深化し、そ
れに伴う貧困や格差に対し、また経済の前に無
力な政治に対し、人びとは強く抵抗をしていま
す。これらの抵抗運動を覇権国家・米国の動きを座標軸に
しながらお話しいただきます。
●主著：『〈テロル〉との戦争―9.11以後の世界』以文社 2006/『“経済”を審問
する―人間社会は“経済的”なのか? 』せりか書房/2011

6 月

資本主義の「終わりの始まり」
― ギリシャ、イタリアで起きていること

講師交渉中
EU金融危機は、単なる財政破たん問題ではなく、資本主義
そのものの危機といえます。財政赤字、雇用の悪化、底な
しの政治不信は、私たちの社会とも共通する状況であり、
これに対するギリシャやスペインでの大規模なデモや抗議
行動は、成長至上主義へのNO!の声です。また注目される
イタリアの「5つ星党」の動きも民主主義への大きな実験。
南欧の運動から学びます。

7/12（金）

スペイン15M：
「怒れる者たち」が創る市民運動
工藤律子（ジャーナリスト）

経済危機を背景に生まれた「15M（5月15日）」運
動。それは、ソーシャルネットワークはもちろん、
広場で出会った仲間、地域の隣人同士の新たな
つながりを通して、市民が日常から社会を変え
ていく試みだ。そこに真に民主的な未来へのヒントを探そう。
●主著：『ドン・キホーテの世界をゆく』 論創社 2009/『フィリピン・私の家
族は国家に殺された ―家族を奪われた女性たちの戦い』 長崎出版 2010　●
参考文献：「スペイン・「怒れる者たち」が創る市民運動」『世界』2012年8月
号 岩波書店/ステファン・エセル『怒れ！憤れ！』 日系BP社 2011

8/8

中国　
持たざる者たちの反乱と政治権力の関係

― 東アジアという場を視座に

丸川哲史（明治大学政経学部 教授）

中国での民衆のデモ行動は、日本とはかなり
違ったものです。それはやはり、政治システム
の違いとも関係があるわけです。むしろ中国の
方が政治権力に「反映」される可能性が高いこと
を踏まえねばならないように思います。
●主著：『方法としての現代中国』 平凡社 近刊/銭理群『毛沢東と中国 ある知
識人による中華人民共和国史(上/下)』(共訳）青土社 2012

9/12

反グローバリズム運動の震源・
ラテンアメリカでいま起こっていること
太田昌国（現代企画室/民族問題研究）

グローバリズムの荒波による社会的・経済的撹乱
を、世界に先駆けて1970年代から経験したから
こそ、ラテンアメリカはいま、反グローバリズム
の先頭に立つ。その歴史的意味を語り合いたい。
●主著：『テレビに映らない世界を知る方法』 現代書館 2013年/『新たなグ
ローバリゼーションの時代を生きて』 河合文化教育研究所 2011　●参考文
献：佐野誠『99％のための経済学：教養編』 新評論 2012/マルコス『ここは世
界の片隅なのか』 現代企画室 2002

10/3

生存をかけた抵抗は続く
― アラブ世界の叛乱に私たちはどう向き合うか

田原 牧（東京新聞）

正直に言えば、私は「よりよい未来」なんて信じ
ていない。きっと人類というのはかなり下等な
動物で、21世紀にもなったのに自らの寝床を破
壊（原発事故）し、共食い（戦争）も辞さない。け
れど、先のことはともあれ、いまこの瞬間に自分の尊厳を保
とうとする人たちはいる。それはエジプトにも、この国にも
いる。生きている間くらい、そうした人たちと気持ちよく過
ごしたい。そうした出会いを求めて、お話しさせていただく。
●主著：「中東民衆革命の真実 ─エジプト現地レポート」 集英社新書 2011

「ほっとけよ。―自己決定が世界を変える 」 ユビキタスタジオ 2006　●参考
文献：「不逞の行進を続ける　生存の前提としての異議申し立て」『世界』岩波
書店 別冊841号

10/24

映像・文化をつうじて学ぶアフリカ　
人びとの運動
津山直子 (NPO法人アフリカ日本協議会理事/関西大学 客員教授)

アフリカの人びとによる運動、私たちと共通す
る課題、理解・連帯・協働していくこと、など
を映像を交えながら一緒に考えていきたいと思
います。

※「10. アフリカとわたしたち」クラスと合同

11/21

お任せ民主主義から参加型民主主義へ
― 日本の課題　

湯浅 誠（社会運動家）

「海外は運動が活発でいいな～」では何も変わら
ない。だからといっていきなりドデカイことが
できるわけではない。諦めでも夢想でもなく、
私たちは「私たちの条件」から出発するしかな
い。では何を？　ではどうやって？　そんなことをご一緒
に考えられればと思います。
●主著：『ヒーローを待っていても世界は変わらない』 朝日新聞出版 2012/『反
貧困』 岩波新書 2008　●参考文献：薬師院仁志『民主主義という錯覚』 PHP
研究所 2008

12
テレビが伝えない世界の真実
デモクラシーを求め、反乱する都市

■2013年５月～ 11月	 ■基本的に木曜日 19:00 ～ 21:00
■全８回/定員30名	 ■受講料：28,000円

2011 年のアラブの春以降、世界中のあちこちで起こる民衆の抵抗。各地の政治・経済の状況に
よってその様相は多様で、ひとくくりにして語ることはできません。しかし、共通しているのは、
暴力的な市場経済が世界の隅々に行き渡った結果生じた貧困と格差、そしてそれを許してきた
政治の無力、民主主義の形骸化などへの直接的な怒りという点です。日本のマスメディアが決
して伝えようとしない世界の現実。それは、こうした人びとの生存をかけた抵抗であり、その
背後にある構造的な問題です。このクラスでは、同時代に生きる世界の人びととつながる回路
を見出し、私たち自身の生き方・暮らし方をふりかえりながら、「民主主義 」の再構築をめざし
ます。

2011 年 5 月 15 日、経済の不正義を非難する「怒れる者たち」の大規模
な抗議行動「15M」は、各地に広がった。2012 年 5 月 15 日には 15M か
ら 1 年として再びスペイン各地の 80 都市で大規模なデモも行なわれた

メキシコ・チアパス州では北米自由貿易協
定（NAFTA）が発効した 1994 年 1 月 1 日、
先住民族によるサパティスタ運動が一斉蜂
起。グローバル化による貧困、主権の争奪、
大企業による生命支配に反対した。ここが
反グローバル運動の萌芽ともいえる
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オリエンテーション

分かち合う社会
―「消費 」「成長 」ではない世界は可能だ！

大江正章（コモンズ代表/PARC代表理事）

企業に雇われるだけが働き方じゃない。大きな
生協だけが協同じゃない。本当の自立とは周囲
に頼れる人間がどれだけたくさんいるかです。
お金以外の関係性がいちばん大切！
●主著：『地域の力　食・農・まちづくり』岩波新書 2008/『農業という仕事
　食と環境を守る』岩波ジュニア新書 2001　●参考文献：広井良典編著『協
同で仕事をおこす　社会を変える生き方・働き方』コモンズ 2011/マ－ク・
ボイル『ぼくはお金を使わずに生きることにした』紀伊國屋書店 2011

6/24（月）

さぁ、ダウンシフターズへ
― シェアする生き方・働き方って、ユカイ！

髙坂 勝（Organic Bar店主/緑の党共同代表/NPO SOSA Project理事）

いくら収入を上げても幸せは永遠に来ない。シ
ステムから降りると、欲しかったものが手に入
る !?　競い合いででなく、わかちあいで、である。
暮らし方と働き方の転換、いかが？
●主著：『減速して生きる　ダウンシフターズ』幻冬舎 2010/『土から平和へ
　みんなで起こそう農レボリューション』（共著）コモンズ 2009　●参考文
献：荒川龍『自分を生きる働き方　幸せを手作りする6人のワークシフト』学
芸出版社 2012

7/5

他人と住む日常「シェアハウス」
― わたしたちの暮らし方が変わる

阿 部 珠 恵 　 茂原奈央美

（『シェアハウス わたしたちが他人と住む理由』著者）

近年急増するシェアハウス。その生活ぶりや住人の価値観、
さらにはシェアハウスを通じて育つ新しい「暮らし方」ま
で、自身の経験やインタビューをもとにお話しします。
●主著：『シェアハウス わたしたちが他人と住む理由』辰巳出版 2012

7/19

“もったいない” を“ありがとう” へ
―「セカンドハーベスト・ジャパン」のフードバンク活動

井出留美（セカンドハーベスト・ジャパン 広報室長）

日本は年間のコメ生産量（839万トン）と同じく
らい、まだ食べられる食べ物を捨てている、と
いう現状を知っていただきたいと思います。

●主著：『四快（よんかい）のすす
め　子どもの「快眠・快食・快便・
快動」を取り戻す』（共著）新曜社 
2011　●参考文献：大原悦子『フー
ドバンクという挑戦　貧困と飽食
のあいだで』岩波書店 2008

セカンドハーベスト・ジャパン
のフードバンク活動
Photo by Natsuki Yasuda/Studio 
AFTERMODE

8/9

「確かな未来へ」
― 内発的発展の村おこし

金子美登（霜里農場）

身近にある資源を活かして食とエネルギーを地産・地消す
る。集落全体が有機農業に転換した村から始まっている未
来と村おこしまでの実践。そして、これからの40年を語る。
●主著：『イラストでわかる有機自給菜園』家の光協会 2010/『有機・無農薬
でできる野菜づくり大事典』成美堂出版 2012　●参考文献：金子美登『農力
検定テキスト』（共著）コモンズ 2012/日本労協新聞「市民、働く者にとっての
本当の社会、確かな未来へ」2013年1月5日・15日『日本労協新聞』日本労
働者協同組合　

9/20

まちづくり・エネルギーをシェアする
―トランジション・タウンとパーマカルチャー

糸長浩司（日本大学生物資源科学部 教授）

脱経済成長社会、エネルギー下降時代の、価値
観・ライフスタイル・コミュニティ転換シナリ
オとデザイン・アクション。トピックスで原発
災害地域の飯舘村民の再建展望。
●主著：『2050年から環境をデザインする　都市・建築・生活の再構築』（共著）
彰国社 2007/『東日本大震災からの復興まちづくり』（共著）大月書店 2011　
●参考文献：日本建築学会『地球環境時代のまちづくり』丸善 2007/日本建築
学会『地域環境デザインと継承』彰国社 2004

10/4

暮らしと思いをシェアする
― 農山村の新しい道

小田切徳美（明治大学農学部 教授）

農山村では、厳しい条件のなかでも、それに抗する「地域お
こし」の動きが、いままで以上に活発に見られます。そこか
ら私たちが何をシェアできるのかを考えます。
●主著：『農山村再生　「限界集落」問題を超えて』岩波ブックレット 2009/

『農山村再生の実践』（編著）農文協 2011

11/8

山野をシェアする
―「入

いりあい

会 」〈コモンズ〉の葛藤と知恵

齋藤暖生（東京大学農学生命科学 演習林）

山野がシェアされてきた営みのなかには、その
地域、時代の事情のなかで苦闘する人びとの知
恵が垣間見られます。私たち以降の世代がゆた
かに暮らす作法を探すヒントになりそうです。
●主著：『コモンズと地方自治　財産区の過去・現在・未来』（共著）日本林
業調査会 2011　●参考文献：室田武ほか『入会林野とコモンズ』日本評論社 
2004

富 士 の 裾 野 に 広
がる広大な山林。
こ こ に は 何 百 年
と 地 元 住 民 が 守
り育ててきた「入
会地」がある

12/6

創造と情報をシェアする
― めくるめくフリーカルチャーの世界

ドミニク・チェン

フリーカルチャーとはインターネットを活用し
て自由な文化を構築するための運動や活動全般
を指す言葉です。フリーカルチャーの歴史と現
状をご紹介します。
●主著：『フリーカルチャーをつくるためのガイドブック　クリエイティブ・
コモンズによる創造の循環』フィルムアート社 2012　●参考文献：マット・
メイソン『海賊のジレンマ 　ユースカルチャーがいかにして新しい資本主義
をつくったか』フィルムアート社 2012/田中浩也『FabLife　デジタルファブ
リケーションから生まれる「つくりかたの未来」』オライリージャパン 2012

12/20

言葉をシェアする
─ 公共性と市民性を考える

中野佳裕（国際基督教大学 助手・研究員）

日本や世界の動向を踏まえた上で、これからの民主主義の
課題について議論します。
●共著：勝俣誠、マルク・アンベール編著『脱成長の道　分かち合いの社会を
創る』コモンズ 2011　●参考文献：中野佳裕「3・11後を生きる：豊かさを
変えるには」全5回『東京新聞』2013年1月14日～ 2月11日（毎週月曜日）/
ラトゥーシュ『消費社会からの脱出（仮）』作品社 近刊（2013年4月）

13
シェアするライフスタイル

■2013年５月～ 12月　	■基本的に隔週金曜日 19:00 ～ 21:00
■全10回/定員30名　	 ■受講料：28,000円

もし新しい社会があるとしたら……すべての人が共存し、資源や富を分かち合い、安心して
暮らせる社会があるとしたら、それはどんな社会でしょうか？　貧困や格差、自然資源の奪
い合い、競争と自己責任の強いられる現代社会からの転換を、「シェアするライフスタイル」
をヒントに探してみましょう。ソーシャルメディア、シェアハウスのようにこの数年で注目
されてきた「シェア」から、コモンズ〈入

いりあい

会〉、農村における共同性とそれに根ざした文化のよ
うに、歴史の中で育まれてきた「分かち合い」まで、さまざまな事例から学びます。自然や文化、
人間の知恵などの社会的資本を共有していくことの価値を再発見する楽しい旅です。もう一
つの世界をイメージすれば、あなたのライフスタイルも変わっていくはずです。まずは私た
ちの暮らしの中に、シェアする楽しさを取り入れてみましょう。

Photo BY Joi Ito

（NPO法人クリエイティブ・コモンズ・ジャパン理
事/株式会社ディヴィデュアル共同創業者）

─ 分かち合い社会の可能性

講師のお二人が実際に住んでいるシェアハウス。
場が生み出す人との交流。話題は尽きない
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5/23

「自己責任」
─ 生きづらいのは自分のせい？

中西新太郎（横浜市立大学 教授）

苦しければ苦しいほど、自らの尊厳を守るため
に、他人に頼らない矜恃を保ちたくなる。そこ
につけこむ自己責任論の罠をどう見破り、はね
返すことができるか、ともに考えたい。
●主著：『「問題」としての青少年　現代日本の〈文化—社会〉構造』大月書店 
2012/『シャカイ系の想像力』岩波書店 2011　●参考文献：中西新太郎『格差
社会とたたかう　〈努力・チャンス・自立〉論批判』（共著）青木書店 2007/中
西新太郎『キーワードで読む現代日本社会』（共編著）旬報社 2012

6/20

「雇用」
─ 正社員なのになぜこんなに不安定なの？

竹信三恵子（和光大学 教授/ジャーナリスト）

正社員になることが問題の解決だった時代は終
わりました。働き方そのものを変えること、そ
のためのネットワークづくりが問われています。
●主著：『しあわせに働ける社会へ』岩波ジュニア新書 2012/『ルポ賃金差別』
ちくま新書 2012

7/18

「憲法改正」
─ 何のために変えたいの？

渡辺治（一橋大学 名誉教授）

安倍政権になって、憲法「改正」の企図が本格的
に台頭した。すでに、自民党は2012年4月に「日
本国憲法改正草案」を発表し、維新の会も憲法
改正を打ち出している。改憲草案にあたりなが
ら、現代改憲のねらいの変遷と当面の焦点、さらに自民党
の改憲戦略を検討する。
●主著：『渡辺治の政治学入門』新日本出版社 2012

8/1

「復興」
─ 東日本大震災の全体像と復興の現状は？

室﨑益輝（兵庫県立大学 特任教授/神戸大学 名誉教授）

巨大災害は、その社会の持っていた歪みを顕在
化させる。復興は、その歪みを改革する使命を
持つ。本講義はそうした視点から、東日本大震
災の本質と復興のあり方を考察する。
●主著：『地震列島・日本の教訓（NHKテレビテキスト・歴史は眠らない）』 
NHK出版 2010/『東日本大震災・原発事故　復興まちづくりに向けて』（共
著） 学芸出版社 2011　●参考文献：室﨑益輝「『高台移転』は誤りだ」『世界』
2011年8月号 岩波書店/室﨑益輝「東日本大震災からの復興についてのメモ」

『地震ジャーナル』54号 地震予知総合研究振興会 2012
※「出会い、学び、参加する　石巻市北上町 復興支援ツアー」と合同

9/18（水）

「国益」
─ 国家の利益っていったい何なの？

岡田憲治（専修大学法学部 教授）

「国家」や「国益」のようなビッグ・ワードになればなるほど、
その意味内容を別の言葉で切り分ける必要があります。大
雑把な理解を克服して、新しい発見を目指します。
●主著：『静かに「政治」の話を続けよう 』亜紀書房 2011/『言葉が足りない
とサルになる』亜紀書房 2010　●参考文献：岡田憲治『静かに「政治」の話を
続けよう 』亜紀書房 2011/岡田憲治『はじめてのデモクラシー講義』柏書房 
2004

9/26

「経済成長」
─ 豊かさはお金でしか計れないの？

 中野佳裕（国際基督教大学 助手・研究員）

経済成長至上主義の価値観の下で見落とされる価値や生き
方について、思想と歴史の双方から検討します。
●共著：勝俣誠、マルク・アンベール（編著）『脱成長の道　分かち合いの社会
を創る』コモンズ 2011　●参考文献：セルジュ・ラトゥーシュ『経済成長な
き社会発展は可能か？　〈脱成長〉と〈ポスト開発〉の経済学』作品社 2010（※
11刷以降）/中野佳裕「豊かさを変える」全5回『東京新聞』1月14日〜 2月
11日（毎週月曜、朝刊第4面）

10/10

「自由貿易」
─ グローバル化するといったい何が問題？

鈴木宣弘（東京大学大学院農学国際専攻 教授）

米国主導の極端な自由貿易の推進や規制緩和の
徹底が、「1%の1%による1%のための」（スティ
グリッツ教授）利益を追求し99%を苦しめるこ
とは、世界各地での「反格差社会デモ」の頻発か
らも明らかであるにもかかわらず、TPPをはじめ、この「時
代遅れ」の流れを進めようとする圧力が強まっている。これ
に断固としてNOを突き付け、アジアに適した、真に柔軟
で互恵的な経済連携の具体化を日本が主導すべきである。
●共著：『ここが間違っている！ 日本の農業問題　農業・食料・TPPの“真”
常識』家の光協会 2013/『よくわかるTPP48のまちがい』農文協 2012

10/24

「低価格」
─ デフレはいいこと？ 食べ物・着る物が
　 なぜこんなに安いの？

浜 矩子（同志社大学大学院ビジネス研究科長・教授）

企業はどのようにして商品を安く販売している
のか。消費者には見えにくい安売りの弊害とは
何か。デフレ経済と私たちの消費生活の問題に
ついてわかりやすくお話しいただきます。
●主著：『超入門・グローバル経済—「地球経済」解体新書』NHK出版新書 
2013/『新・国富論 グローバル経済の教科書』文春新書 2012

11/22（金）

「家族」
─ 脆弱化する「絆 」と子どもの危機

本田由紀（東京大学大学院教育学研究科 教授）

家族の「絆」がいっそう称揚されている状況とは
裏腹に、現実の家族の存立基盤は揺らいでおり、
家族間の関係性にも軋みが見えます。それらが
子どもの将来にも色濃く影響するようになって
いることに対して、いかなる社会全体での対処が必要なの
かを考えます。
●主著：『「家庭教育」の隘路　子育てに脅迫される母親たち』勁草書房 2008/

『軋む社会　教育・仕事・若者の現在』河出文庫 2011

12/5

「グリーン・エコノミー」
─ 環境に優しい経済は実現できるの？

井田徹治（共同通信社 編集委員）

最近、耳にすることが多くなってきた「グリーン
経済」という言葉。なぜ、いまグリーン経済な
のか。その問題点は何かを一緒に考えてみたい
と思います。
●主著：『グリーン経済最前線』（共著）岩波新書 2012/『生物多様性とは何か』
岩波新書 2010　●参考文献：グレッチェン・Ｃ・デイリー、キャサリン・
エリソン『生態系サービスという挑戦—市場を使って自然を守る』名古屋大学
出版会 2010

14 現代社会を知るための10のキーワード

■2013年５月〜 12月	 ■基本的に木曜日 19:00 〜 21:00　
■全10回/定員30名	 ■受講料：28,000円

新聞やテレビなどのマスメディアでは、日々さまざまな言葉がつくられ、使われ、受け止め
られ、やがて「常識 」ができあがっていきます。しかし、私たちはどこまでその言葉の本質や
意味、背景を理解できているでしょうか？　「なんとなく知っている」「専門家がいいといって
いる」というだけで共通理解がつくられ、みながある方向へと向かわせられているのだとした
ら─？　このクラスでは、現代社会の複雑な問題を理解し、解決していくために必要な 10
のキーワードを一つひとつ読み解いていきます。いずれも、一般的には「よいもの」「常識 」と
ポジティブに扱われることが多い言葉ですが、「果たしてそれって本当？」と素朴に疑うこと
から始めましょう。第一線の講師陣がわかりやすく各キーワードの背後にある問題や現象を
含めて解説します。頭を柔らかく、のびのびと議論していきましょう。
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6/5

事実を解き明かすドキュメンタリーの力
─ 昭和天皇と「東京裁判 」：極秘文書が明かす
　 日米の連携

東野 真（NHK文化・福祉番組部 チーフ・プロデューサー）

資料映像：NHK スペシャル「昭和天皇 二つの『独白録』」（60 分）

『昭和天皇独白録』は、終戦直後に天皇が戦争に
ついて語った言葉を記録した極秘文書です。その作成目的
はいったい何か。日米を取材したドキュメンタリーをご覧
いただきながら、「東京裁判」を再検討したいと思います。
●主著：『昭和天皇 二つの「独白録」』NHK出版 1998/『緒方貞子—難民支援
の現場から』集英社新書 2003　●参考文献：吉田裕『昭和天皇の終戦史』岩波
新書 1992/粟屋憲太郎『東京裁判への道（上・下）』講談社選書メチエ 2006　

7/10

民主主義への挑戦
─ 戦前に模索された二大政党の経験
　 戦後に引き継がれたのか

井上寿一（学習院大学法学部 教授）

戦後の政党政治は戦前の二大政党制の歴史と連続性を強く
持ちながら、展開します。戦前の二大政党制を歴史的に振
り返りながら、戦後民主主義とは何だったのかを考えます。
●主著：『理想だらけの戦時下日本』ちくま新書 2013　●参考文献：井上寿
一『政友会と民政党』中公新書 2013

7/19（金）

「固有の領土」は存在するの？
─ 日本の国境問題

孫崎 享 (元外務省国際情報局長)

尖閣諸島は日中間で緊張をもたらしています。軍事紛争を
回避し、平和的手段で解決する手段を模索します。今一番
重要なことは日本国民が歴史的事実をしっかり把握した上
で議論することと思います。
●主著:『戦後史の正体:1945-2012』創元社 2012/『検証　尖閣問題』岩波書
店 2012　●参考文献：孫崎享『不愉快な現実:中国の大国化、米国の戦略転換』
講談社 2012/孫崎享『日本人のための戦略的思考入門—日米同盟を超えて』祥
伝社新書210 2010

※「11. 領土・国家・ナショナリズム」クラスと合同

8/29

死の灰を背負って
─ 私の人生を変えた第五福竜丸

大石又七（第五福竜丸 元乗組員）

1934年、静岡県榛原郡吉田町に生まれた大石さ
んは、1948年に漁師となり、1953年に新たに
できたマグロ漁船・第五福竜丸に乗船します。
5度目の航海中の1954年3月1日、ビキニ環礁
で被爆。長い入院生活の後、核廃絶や平和を願い、体験を
語り継ぐ活動をされている大石さんにお話をうかがいます。
●主著：『死の灰を背負って　私の人生を変えた第五福竜丸』新潮社 1991/『ビ
キニ事件の真実　いのちの岐路で』みすず書房 2003

9/4

日本はなぜ核の脅威から学べなかったのか
─ 50 年代・原水爆禁止運動のなかの平和利用論

武藤一羊 (ピープルズ・プラン研究所運営委員)

1954年、米国の水爆実験で日本の漁船が被曝（ビ
キニ事件）したことを引き金に草の根の原水爆
禁止運動が起こり、ヒロシマ・ナガサキの原爆
体験が平和運動と結びついた。だが同時期、米
国の導入した「原子力平和利用」は無警戒に受け入れられ、
後の原発大国化に導く。その二つの関連のなかに今日に至
る戦後日本の成り立ちを探ってみたい。
●主著：『潜在的核保有と戦後国家—フクシマ地点からの総括』社会評論社 
2011/『アメリカ帝国と戦後日本国家の解体』社会評論社 2006　●参考文献：
丸浜江里子『原水禁署名運動の誕生』凱風社 2011/武藤一羊『潜在的核保有と
戦後国家』社会評論社 2011

9/18

戦後史における「社会運動」と「美術・芸術」
─ 人びとは何を見、何を求めて表現をしていたのか

武居利史 (府中市美術館 学芸員)

反基地・反核などの平和運動と結びついた芸術
家の活動や作品は、歴史に埋もれがちで、表現
として再評価される機会も少ない。1950年代の
内灘・砂川闘争、60年安保、ヴェトナム反戦運動へと続く、
たたかいの現場にあった美術家たちの姿を追う。
●主著：『アートサイト府中2010　いきるちから』府中市美術館 2010/『第2回府中ビエ
ンナーレ—来たるべき世界に』府中市美術館 2004　●参考文献：鈴木勝雄、桝田倫広、
大谷省吾編『実験場 1950s』（論文集）東京国立近代美術館 2012/名古屋市美術館編『戦後
日本のリアリズム 1945-1960』（展覧会図録）戦後日本のリアリズム展実行委員会 1998

10/2

暴かれる日米安保の闇
─ 「核の傘 」・核密約の “ 起源 ” とは

太田昌克（共同通信 編集委員）

ジャーナリストとして足掛け10年追い続けた日
米核密約。「国家のうそ」は2009年の民主党政権
下の密約調査により、その真相がようやく浮かび上がりまし
た。密約問題を通じて日米安保の内実と、日本人にとって因
縁深い核の問題、特に核抑止論について掘り下げてみたいと
思います。
●主著・参考文献：『日米「核密約」の全貌』筑摩選書 2011/『秘録—核スクー
プの裏側』講談社 2013

10/19（土）午後

東京都東村山市を訪ねる

ハンセン病とのたたかいは、差別とのたたかい
─ 国立療養所多磨全生園でのとりくみ

約1世紀にわたりハンセン病患者を強制隔
離してきた日本。感染力が弱いことがわかっ
ても、治療法が確立されても、政策は改善
されませんでした。患者さんや支援者は今
も国や社会的差別とたたかい、尊厳の回復をめざしています
が、患者の高齢化もあり、事実を後世に伝えることも困難な
状況です。日本に13 ヵ所あるハンセン病療養所のひとつ「多
磨全生園」を訪問し、患者さんの体験や思いをお聞きします。

10/30

「戦後開拓」とは何だったのか
─ 社会運動史から考える

道場親信（和光大学 准教授）

敗戦後、過剰人口問題と食糧問題に対する一挙的な対策とし
て推進された開拓政策。だが、戦後復興の中で開拓地は新た
な国策の波に揺さぶられることになった。百里基地、三里塚空
港、六ヶ所村、そして福島第一原発など、戦後社会運動の焦
点となった開拓地に注目し、戦後日本を再考する。
●主著：『占領と平和　〈戦後〉という経験』青土社 2005/『抵抗の同時代史　軍事化とネ
オリベラリズムに抗して』人文書院 2008　●参考文献：道場親信「戦後開拓と農民闘争　
社会運動の中の『難民』体験」『現代思想』2002年11月号 青土社/道場親信「『戦後開拓』
再考　『引揚げ』以後の『非／国民』たち」『歴史学研究』2008年10月増刊号 青木書店

11 月〜 12 月で調整中

日本で初めて原発が来た町
─ 何が犠牲にされてきたのか

村上達也（茨城県東海村村長）★交渉中★

1957年、日本で初めて原発の灯がともった茨城県東海村。
その後、高度経済成長の時代のなかで各地に原発が誘致さ
れ、日本は世界でも類を見ない原発保有国となりました。
地域の農業、漁業そして人びとの暮らし、仕事は原発によっ
てどう変わってきたのか。住民の間のさまざまな意見は地
域共同体に何をもたらしたのか。そして、これから私たち
は何をめざすべきなのか─。脱原発を明確に発信する村
上村長をお招きし、お話をうかがいます。

11/27

戦後農村女性史
─ 「嫁 」から「妻 」・「妻 」から「パートナー」へ

大金義昭（食料・農業・農村ジャーナリスト/文芸アナリスト）

評論家の丸岡秀子さんは、かつて「女性問題は
農村女性問題から始めるべきである」というよ
うなことを唱えている。敗戦から68年。「乳役
無角牛」といわれた時代から、今日に至る戦後
農村女性の歩みを肉声と肉筆で辿り、男女共同参画社会を
考える。
●主著：『風のなかのアリア—農村戦後女性史』ドメス出版 2005/『農とおん
なと協同組合:男女共同参画時代へ』全国協同出版 2001

12/14（土）14:00 〜 17:00

映画を観る

炭鉱と原発
─ 地の底から日本を支えた、
　 誇り高きエネルギー労働者たち

熊谷博子（映画監督）

1997年3月30日、日本で最大の規模を誇った三
池炭鉱は閉山しました。囚人労働、強制連行、
三池争議、炭じん爆発事故……。過酷な労働を
引き受け、誇り高く〈やま〉に生きた男と女たち
の証言を聞き続けた熊谷監督をお招きし、語られなかった
人びとの歴史についてお聞きします。また同じエネルギー
労働者としていまも原発労働に従事する人たちの置かれた
状況とも切り結びながら考えます。
●主著：『むかし原発 いま炭鉱　炭都［三池］から日本を掘る』2012 中央公論
新社

上映作品：『三池 終わら
ない炭鉱（やま）の物
語 〜 Echoes from the 
Miike Mine』
監 督： 熊 谷 博 子 / 2005 年 / 
103 分

15
戦後史の死角

─ 隠された証言から未来を探る

■2013年６月〜 12月　	 ■基本的に水曜日 19:00 〜 21:00　
■全12回/定員30名　	 ■受講料：30,000円

この数年、戦後史のとらえなおしが大きな流れとなっています。新たな外交文書の開示や、3.11 東日本
大震災による原発事故、先の選挙での自民党「圧勝 」などもきっかけとなり、改めて「戦後民主主義 」「経
済成長 」「豊かさ」の意味が問われています。このクラスでは、戦後史の中でも長らく語られず、歴史の中
に位置づけられてこなかった事実を、人びとの視点から掘り起こします。「戦後 」といわれる時代の中で、
私たちは何を見、何を見てこなかったのか、どのような犠牲の上にいま生かされているのか、次代に何
を引き継いでいくべきなのか─。講師・参加者同士の議論も十分行いながら、「人びとの視点からの戦
後史 」のありかを探ることで、未来を構想していきます。

東京都江東区・夢の島公園
にある「第五福竜丸展示館」
には大石さんと同じく第五
福竜丸の乗組員だった久保
山愛吉さんの慰霊碑がたた
ずむ。ここには「原水爆の
被害者は私を最後にして欲
しい」という久保山さんの
言葉が刻まれている
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5/21

オリエンテーション

科学との付き合い方をふりかえる
上田昌文（NPO法人市民科学研究室 代表理事）

市民は科学とどんな関わりを作っていけるのか—。市民科
学研究室の10数年に及ぶ様々な取り組みの事例を手がかり
に、皆で体験や思いを語り合いながら、構想してみます。

6/11

そもそも「科学」って何？
─ 「科学的に考える」とは

平川秀幸 (大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 准教授)

科学って何なのか。科学の（不）確かさや社会・
政治との関わりなど、教科書やメディアからは
なかなか見えない「社会的営みとしての科学」の
実像に迫ります。
●主著：『科学は誰のものか—社会の側から問い直す』NHK出版 2010/中村
征樹（編）『ポスト3・11の科学と政治』ナカニシヤ出版 2013　●参考文献：
平川秀幸『科学は誰のものか—社会の側から問い直す』NHK出版 2010/ジェ
ローム・ラベッツ『ラベッツ博士の科学論　科学神話の終焉とポスト・ノーマ
ル・サイエンス』こぶし書房 2010

7/8（月）

私たちは「リスク」と
どう向き合うべきなのか？

─ 科学技術と政治の谷間で

神里達博（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 特任准教授）

近年、我々の社会は実に様々なリスクに翻弄さ
れるようになった。これらと適切に向き合うた
めの新しい「作法」を、科学技術と政治の両方の
角度から考えてみたい。
●主著：『食品リスク−BSEとモダニティ』弘文堂 2005/『没落する文明』（共
著）集英社新書 2012　●参考文献：小林傳司『トランスサイエンスの時代』
NTT出版 2007

7 〜 8 月で調整中

マスメディアは科学をどう伝えてきたのか
─ 科学コミュニケーションとメディアの取り組み

科学の専門家と一般市民のあいだのコミュニケーション・
ギャップを解消して、科学と社会のより良い関係を築く「科
学コミュニケーション」の取り組みは、原発事故後の社会に
おけるマスメディアの重要な役割の一つです。番組制作や
編集の現場では、科学の知識や問題について一般の人びと
に向けてどのように伝えようとしているのか。科学番組の
制作現場からのお話を伺います。

9/3

科学と「疑似科学」をどうやって見分けるの？
左巻健男（法政大学生命科学部環境応用化学科 教授）

世の中には、とくに健康の領域で、中途半端な
科学リテラシーの人たちをさも科学的な雰囲気
を醸した疑似科学（ニセ科学）で騙して高額商品
を購入させようとする者がいる。疑似科学の具
体例を通してその特徴、見分けるセンスについて考えたい。
●主著：『面白くて眠れなくなる化学』PHP研究所 2012　●参考文献：左巻
健男『水はなんにも知らないよ』ディスカヴァー・トゥエンティワン 2007

9/24

科学技術と自然環境は対立するものなの？
─ 環境倫理とは

鬼頭秀一（東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授）

3.11以後、私たちが自然との関係で「科学技術」
の意味合いや付き合い方の構えについて大きく変
わってきたように思われる。21世紀における人
間の自然との関係、科学技術との付き合い方につ
いてその基本的なあり方=「倫理」について考えてみたい。
●主著：『環境倫理学』（共編著）東京大学出版会 2009/『自然保護を問いなお
す—環境倫理とネットワーク』ちくま新書 1996　●参考文献：河出書房新社
編集部（編）『歴史としての3.11』河出書房新社 2012

10/15

原発事故に科学者はどう対応したのか
─ いのちの問題を考える

金森 修（東京大学大学院教育学研究科 教授）

東日本大震災後の､ 特に福島第一原発事故を受
けた政府の対応､ 科学者の対応などからみえて
くる､ 日本社会の或る種の傾向について､ 一般
市民の科学リテラシーや倫理的心構えなどの視
座を念頭に置きながら､ 批判的に考察します。
●主著：『〈生政治〉の哲学』ミネルヴァ書房 2010/『動物に魂はあるのか』中
央公論新社 2012　●参考文献：中川保雄『増補 放射線被曝の歴史』明石書店 
2011/金森修『エピステモロジー』（編著）慶應義塾大学出版会 2013

11/19

ワークショップ

生活者が選び・描き出す
「これからの科学技術」
上田昌文（NPO法人市民科学研究室 代表理事）

今後どんな科学技術が求められるのか—生活者が自身の意
見をまとめ、研究開発側にぶつけるしくみがまだないなか
で、専門知にとらわれすぎずに提案を行う方法を探ります。
●主著：『子どもと電磁波』babycom 2009/『わが子からはじまる　原子力と
原発　きほんのき』クレヨンハウス 2011　●参考文献：スーザン・グリーン
フィールド『未来の私たち』（伊藤泰男・訳）産業図書 2008/ミチオ・カク『2100
年の科学ライフ』（斎藤隆央・訳）NHK出版 2012

16 文系アタマで「科学」を考える

■2013年５月〜 11月　	■基本的に火曜日 19:00 〜 21:00
■全８回/定員30名	 ■受講料：28,000円

原発や大地震のリスク、食品の安全性などを論じるとき、科学者や専門家と呼ばれる人びと
の間でしばしば意見が食い違うことがあります。また、その議論は私たちにとってあまりに
難解で意味不明…ということも少なくありません。専門家が「科学的に」と言うときの「科学 」
とはそもそも何なのか。科学の問題は専門家任せにしていればよいのか。この講座では、身
近な生活に関連した実例や、参加型の講義・ワークショップを通じて、「科学とは何か」、「科
学的に考えるとはどういうことか」をわかりやすく学んでいきます。

福島県の小学校で放射
線についての体験型授
業を行う上田昌文さん

海外での「サイエンス・カフェ」の様子。リラックスした雰囲気の
中で専門家と一般市民が科学について気軽に語り合う

日本科学未来館の球体ディスプレイ装置
「ジオ・コスモス」

講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：上田昌文
（NPO法人市民科学研究室 代表理事）

●主著：『子どもと電磁波』babycom 2009/『わが子からはじ
まる　原子力と原発　きほんのき』クレヨンハウス 2011
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8/29（木）

日々の暮らしの中で
放射能汚染にどう向き合うのか
山田 真（小児科医）

福島原発事故はとり返しのつかない惨事であ
る。しかし、放射能による健康障害が因果関係
を説明しにくいのをいいことに、放射能安全神
話が作られ、急速に風化されようとしている。
このことにどう接していくのか、考えたい。

9/20（金）

食べる・食べないの分断を超えて
─ 福島の農作物と農民たちの現状

大江正章（PARC代表理事/コモンズ代表）

「福島の奇跡」ともいわれる米や野菜の現状と、
危険かもしれないが故郷にとどまって耕し続け
る農民の気持ちを理解しよう。本当に危なくて
未来がないのは都市の生活なのでは。
●主著：『地域の力　食・農・まちづくり』岩波新書 2008/『放射能に克つ農
の営み　ふくしまから希望の復興へ』（共著）コモンズ 2012　●参考文献：小
出裕章・明峯哲夫ほか『原発事故と農の復興』コモンズ 2013

6/17

放射能汚染とわたしたち
─ まず “ ベクレル ” と “ シーベルト ” を理解する

今中哲二（京都大学原子炉実験所 助教）

放射能汚染への向き合い方を自分で判断するの
に必要な基本知識を解説します。
●主著：『低線量放射線被曝―チェルノブイリから福島へ（叢
書 震災と社会）』 岩波書店 2012/『Silent War 見えない放射能
とたたかう』 講談社 2012

7/1

放射能汚染問題から食と暮らしの再生を
小山良太

風評被害という用語は誤りである。原発事故の
影響で放射性物質が拡散した地域は福島県に限
らない。政府による詳細な放射能汚染マップの
作成と検査態勢の体系化が必要だ。
●主著：『東日本大震災復興に果たすJAの役割』社団法人家の光協会 2012/

『復興の息吹 人間の復興・農林漁業の再生』 農山漁村文化協会 2012　●参考
文献：『放射能汚染から食と農の再生を』 家の光協会 2012/『放射能に克つ農
の営み ふくしまから希望の復興へ』 コモンズ 2012

7/29

「避難する／しない」は誰がどう決める？
─ 自主避難した母親たちの苦悩と希望

中村美紀（山形避難者母の会 代表）

避難区域以外から子どもを連れ、夫を福島に残
し母子のみで避難を選択した母親たち。故郷に
残る大切な人を想うが故

ゆえ

の苦悩と、福島の今を
知ってほしい。

10/21

福島県の漁業・漁業者の「いま」
乾
いぬい

 政秀（㈱水土舎・最高顧問）

原発事故以来、福島県の沿岸・沖合漁業はほぼ
全面的に停止した。放射能が不検出の魚類を対
象に一部漁業で試験操業が始まっているが震災
前とは程遠い。福島県の漁業の現状を報告する。
●主著：『漁業・漁村の多面的機能』東京水産振興会 2002/『福島原発事故に
よる海洋汚染と漁業被害』 漁業経済学会 2013

11/15( 金 )

生産者と消費者の顔の見える関係を
どう続けていけるか
戎谷徹也（大地を守る会 事業戦略部 放射能対策特命担当）

あれから２年。私たちはつながりを取り戻せた
のか…答えはまだです。それでも「食」はつなが
りを求め、問いかけてきます。いま一度、“原点
からの再出発”を始めよ、と。
●共著：『放射能に克つ農の営み ふくしまから希望の復興へ』コモンズ 2012/

『脱原発の大義―地域破壊の歴史に終止符を』農文協 2012

12/16

家庭でできること
─ 放射能排出の食事法　

境野米子（生活評論家/薬剤師/福島県教育委員会 委員長）

昨年の11月、ベラルーシ共和国へ行ってきまし
た。汚染地にある中等学校、森などの線量が低
いのに驚きました。まだ高い線量の福島、子ど
もたちの学習環境、健康、農業など、課題は山
積みです。
●主著：『あの日からのお母さんのしごと』ワニブックス 2012/『子どもを放
射能から守るレシピ 77』 コモンズ 2012　●参考文献：境野米子『病と闘う 
ジュース』 創森社 2011

■2013年６月～ 12月	 ■基本的に月曜日 19:00 ～ 21:00
■全８回/定員30名	 ■受講料 ：28,000円

3.11 東日本大震災から 2 年が経過しましたが、放射能汚染は、福島で暮らす人たちにとって
も、また東京近郊で暮らす私たちにとっても、深刻で、長期的な問題です。国の対策が十分
でない中、子どもの健康被害、除染、食べ物の汚染、避難、農業と、問題は山積なのに、そ
の解決は「個人の選択 」「自治体の判断 」に丸投げされている面も多くあります。また「生産者 」
と「消費者 」、「避難した人 」「しなかった人 」などが分断されるなかで、多くの人が不安を抱
き、生きることが困難な状況も生まれました。このクラスでは、起こってしまった原発事故
と放射能汚染という事実を冷静に受け止め、課題をひとつひとつ解きほぐしながら、個人の
生活レベルでできること、地域や自治体レベルの取り組み、そして国の責任を考えます。また、
放射能汚染とその危険性をめぐる認識の相違や誤解なども議論しながら、共通の認識をつくっ
ていくことをめざします。

放射能汚染時代を生きる
─ 福島の「いま」と私たちの選択17

除染した土の仮置き場

反原発デモに参加する人びと

（福島大学経済経営学類 准教授/うつくしまふくしま未来支援セン
ター 産業復興部門長）
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6/24

マルクス経済学②

マルクスの恐慌論と現在の世界恐慌
― D・ハーヴェイの見解によせて

伊藤 誠（東京大学 名誉教授）

マルクスの恐慌論を現在の世界恐慌にいかに適用すべきか。
ハーヴェイとの論争にふれつつ、新自由主義の失敗を露呈
した現在の世界恐慌の歴史的意義を再考してみよう。
●主著：伊藤誠『サブプライムから世界恐慌へ　新自由主義の終焉とこれから
の世界』青土社 2009　●参考文献：D・ハーヴェイ『資本の〈謎〉 世界金融恐
慌と21世紀資本主義』作品社 2012/D・ハーヴェイ『〈資本論〉入門』作品社 
2011

7/22

マルクス経済学③

21世紀型社会民主主義と
社会主義の可能性

― ソ連型社会主義の限界をこえて

伊藤 誠（東京大学 名誉教授）

マルクスの経済学は、資本主義をこえるオルタナティブと
しての社会主義の理論的基礎を示す課題をも有している。
ソ連型社会の崩壊をふまえ、21世紀型社会主義の可能性を
再考してみたい。
●主著：『伊藤誠著作集第6巻　市場経済と社会主義』社会評論社 2012/『日
本経済の「再生」は可能か』平凡社新書（近刊）

5/27

オリエンテーション

“ボトルシップ経済学”からの脱出を
嶋 崇（経済学研究家）

鳴り物入りで登場したアベノミクスも、内容を子細に見て
いくと、所得格差はそのままに、バブルの再燃を夢見てい
るようです。今、何が経済をおかしくしているのかを考え
ます。

6/10

マルクス経済学①

マルクスが発見した
資本主義の根本法則と現代社会
伊藤 誠（東京大学 名誉教授）

過去1千年紀最大の思想家マルクスの経済学は、
資本主義の理念としての自由と平等が労働者の
搾取と抑圧を成り立たせている秘密を解き、新
自由主義批判の基礎を示している。
●主著：『「資本論」を読む』講談社学術文庫 2006/『資本主義経済の理論』岩
波書店 1989　●参考文献：D・ハーヴェイ『新自由主義　その歴史的展開と
現在』作品社 2007

8/5

ケインズ経済学①

ケインズはなぜ今までの経済学と
決別したのか？
永井 進（法政大学 教授）

ケインズは、従来の新古典派経済学が自由放任
の市場経済の下で完全雇用を前提とする理論で
あることを批判し、ケインズ革命と呼ばれる潮
流を作った。
●主著（訳書）：P・デビッドソン『ケインズ経済学の再生　21世紀の経済学を
求めて』名古屋大学出版会 1994/R・J・ゴードン『現代マクロエコノミックス

（上・下）』多賀出版 1997　●参考文献：ケインズ学会編『危機の中で〈ケイン
ズ〉から学ぶ　資本主義とヴィジョンの再生を目指して』作品社 2011/R・カー
ン『ケインズ「一般理論」の形成』岩波書店 2006

9/9

ケインズ経済学②

身勝手に暴走する資本主義経済は
コントロール可能か？
永井 進（法政大学 教授）

1970年代以降、新自由主義の経済学が復活し、反ケインズ
主義の流れが広がった。しかし、リーマン・ショックを契
機にした金融危機の中で再び、ケインズはよみがえった。
●主著（訳書）：P・デビッドソン『ケインズ経済学の再生　21世紀の経済学を
求めて』名古屋大学出版会 1994/R・J・ゴードン『現代マクロエコノミックス

（上・下）』多賀出版 1997　●参考文献：ロバート・スキデルスキー『なにがケ
インズを復活させたのか？　ポスト市場原理主義の経済学』日本経済新聞出版
社 2010/ポール・クルーグマン『さっさと不況を終わらせろ』早川書房 2012

10/7

ケインズ経済学③

混迷の世界経済への
ケインズの処方箋はこれだ！
永井 進（法政大学 教授）

貨幣が世界を巡るグローバル経済で、国内経済の安定化を
目指したケインズの基本的な考え方、処方箋は有効なのか、
考察してみよう。
●主著（訳書）：P・デビッドソン『ケインズ経済学の再生　21世紀の経済学を
求めて』名古屋大学出版会 1994/R・J・ゴードン『現代マクロエコノミックス

（上・下）』多賀出版 1997　●参考文献：ロバート・スキデルスキー『なにがケ
インズを復活させたのか？　ポスト市場原理主義の経済学』日本経済新聞出版
社 2010/ポール・クルーグマン『さっさと不況を終わらせろ』早川書房 2012

10/28

ガルブレイス経済学①

経済成長は、はたして
ゆたかさをもたらしたのか
中村達也（中央大学 名誉教授）

戦後の先進諸国では、経済成長のもとで「ゆた
かな社会」が実現されたが、その「ゆたかな社
会」が、新たな貧困を生み出していることをガ
ルブレイスはどう分析したのかを探る。
●主著：『豊かさの孤独』岩波書店 1992/『さまよう経済と社会　「時代の叫び」
162冊』中央大学出版部 2009　●参考文献：中村達也『ガルブレイスを読む』
岩波現代文庫 2012/Ｊ・ジェイコブズ（中村達也訳）『発展する地域 衰退する
地域　地域が自立するための経済学』ちくま学芸文庫 2012

11/18

ガルブレイス経済学②

21世紀の格差、貧困問題に
どう向き合えばよいのか
中村達也（中央大学 名誉教授）

21世紀の日本が抱える格差・貧困問題を考えるために、『ゆ
たかな社会』（岩波現代文庫）や『満足の文化』（新潮文庫）な
ど、ガルブレイスの主要な著作を手がかりに、解決のため
のヒントを探る。
●主著：『豊かさの孤独』岩波書店 1992/『さまよう経済と社会　「時代の叫び」
162冊』中央大学出版部 2009　●参考文献：中村達也『ガルブレイスを読む』
岩波現代文庫 2012/Ｊ・ジェイコブズ（中村達也訳）『発展する地域 衰退する
地域　地域が自立するための経済学』ちくま学芸文庫 2012

12/2

まとめ

現在の私たちにとって“経済”とは何なのか
嶋 崇（経済学研究家）

3大経済学者の学説を振り返り、ビジョンを失った“ボトル
シップ経済学”から脱出するにはどうすればいいのか、私た
ちの手に経済を取り戻すためには何が必要なのかを考えま
す。
●主著：『いまこそ「資本論」』朝日新書 2008　●参考文献：山口義行『バブル・
リレー　21世紀型世界恐慌をもたらしたもの』岩波書店 2009

■2013年５月～ 12月　	■基本的に月曜日 19:00 ～ 21:00
■全10回/定員30名　	 ■受講料：32,000円

アベノミクスの軸でもある新自由主義がもたらした、泥沼の世界経済危機。にもかかわらず、
世界の主流派経済学者の多くは、新自由主義の理論をより精緻化させることばかりに、心血
を注いでいます。これを “ ボトルシップ経済学 ” と呼びます。ボトルシップ―洋酒の空き瓶
の中に作られた精巧な船の模型―のような経済学が、現代の危機に解答を出せるとは、とて
も思えません。この講座では、資本主義経済が抱える問題に生涯をかけて取り組んだ、3 人
の歴史的な経済学者の学説を現代の視点から読み解き、危機の根本原因は何か？ 資本主義は
存続可能か？ 次代はどう展望するべきか？ を考えます。コーディネーターが丁寧な解説を行
ないながら進めますので、経済学はまるでわからないという方も、安心してご参加ください。

アベノミクスの仮面を剥ぐ！
─ 超初歩からの３大経済学18

コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：嶋 崇（経済学研究家）

●主著：『いまこそ「資本論」』朝日新書 2008
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ソーシャルメディアを活用して
共感の生態系をつくる
鈴木菜央（greenz.jp発行人/NPO法人グリーンズ代表理事）

共感でつながる人々の生態系をつくり、豊かに
していくことが、活動の成功のためには重要で
す。リアルな場づくりと、外へとつなげるソー
シャルメディアの活用の両方を学びます。
●主著：『ソーシャルデザイン』朝日出版社 2012

Marc_Smith on 
Flickr

6/3

世界の社会運動はインターネットを
武器にどう活動を広げたか？
印
い ん や く

鑰智哉（メディア・アクティビスト）

ソーシャルネットワークが発達する前から社会
運動は情報を共有するメディアを求めていた。
世界の社会運動はデジタルメディアで相互にど
うつながりつつあるかを知る。
●参考HP：http://blog.rederio.jp/

6/17

実践編①　Facebook、Twitterを
効果的に使うためのツール集
笠原孝弘 （NPOサポートセンター /NetSquared Tokyo）

FacebookやTwitterをはじめとするソーシャル
メディアでの情報収集や発信、分析、モニタ
リングを効果的に実行できる「オンライン便利
ツール」を解説＆実際に活用します。

MIKI Yoshihito (´･ ω ･) 
on Flickr

7/1

ウェブで蔓延するソーシャルの誤解
─ 言質と技術に誘導されないための知恵

森 健（ジャーナリスト）

誰でもメディアを持てる現在、その特性ゆえに
目的や手段を履き違えたり、技術を盲信してし
まう人がよくいます。ソーシャル全盛だからこ

そ陥りがちな
問題について語ります。
●主著・参考文献：『ビッグデー
タ社会の希望と憂鬱』河出文庫 
2012/『グーグル・アマゾン化す
る社会』光文社新書、2006

lovelornpoets on Flickr

7/22

〈民衆版〉映像の世紀
─ メディアの枠を虹色に拡げる

白石 草（OurPlanet-TV 代表）

市民メディアは技術の進化とともに進化しています。新しいさ
まざまなメディアを使えば、私たち自身が取材し、番組をつく
り発信することもできます。いつもマスメディアが正しいとは
限らない。私たち自身でいま何が必要とされているのかを考え、
どんな声を出すべきなのか話し合ってみたいと思います。

●主著：『ビデオカメラでいこう　ゼロ
から始めるドキュメンタリー制作』七つ
森書館 2008/『メディアをつくる  「小さ
な声」を伝えるために』岩波ブックレッ
ト 2011　●参考文献：ミッチ・ウォル
ツ『オルタナティブ・メディア　変革のた
めの市民メディア入門』大月書店 2008/
細谷修平（編集）、メディアアクティビス
ト懇談会『メディアと活性　What's media 
activism? 』インパクト出版 2012

9/2

実践編②　Ustreamで
1-DAYアクティビスト番組を放送する
白石 草（OurPlanet-TV 代表）

7/22のクラスで話しあったことを踏まえて、この日この時
間限りの一日番組を報道します。果たして私たちはどんな
番組を企画するのか。それはまだ誰にもわかりません。自
分たちの思いをカタチにし、発信する側を体験しましょう。
●主著：『ビデオカメラでいこう　ゼロから始めるドキュメンタリー制作』七
つ森書館 2008/『メディアをつくる  「小さな声」を伝えるために』岩波ブック
レット 2011

9/30

愛とユーモアの社会運動？
─ 楽しい活動のために！

渡邉 太（大阪国際大学人間科学部 講師/国際脱落者組合）

ただ生きていくことに並々ならぬ労力を要する社会の中で、
どうやって他者とつながりオルタナティヴな生活をつくり

だ せ る か。 社 会 運 動 の
ユーモアに注目しながら
考えたい。
●主著：『愛とユーモアの社会運
動論　末期資本主義を生きるた
めに』北大路書房 2012

10/21

人と人との関係を創造する情報技術と社会運動
印鑰智哉（メディア・アクティビスト）

情報技術は人と人との関係を変える。しっかり取り組もう。
誰かボランティアにまかせるような姿勢では、本当の市民
のメディアや力のある社会運動は作れない。力にしよう。
●主著：『メディアと活性　what's media activism?』（共著）インパクト出版会 
2012　●参考HP：http://blog.rederio.jp/topics/ict

Ahmed Abd El-fatah on Flickr

11/11

実践編③　みんなの力
─  “ アイディア・署名・寄付 ” をつなげる
　 クラウドの参加方法・活用方法

笠原孝弘（NPOサポートセンター /NetSquared Tokyo）

「アイディア」や「活動資金の小額寄付」を集めるサービス、
業務の効率化やオンラインコラボレーションを実現するアク
ティビストの「クラウドサービス」の活用事例を紹介します。

11/25

ソーシャルメディアゼミ最終回　
Stand Alone Complexにチャレンジ
これまでに学んださまざまなソーシャルメディアの知識を
使って、実際に社会アクションを巻き起こすことができる
か、チャレンジします。

19
アクティビストのための
　　ソーシャルメディア講座

■2013年５月～ 11月　	■基本的に月曜日 19:00 ～ 21:00
■全10回/定員20名　	 ■受講料：32,000円
※クラスにはご自身の PC をお持ちください。インターネット環境はあり。

ツイッター、フェイスブック、Ustream、クラウド……さまざまな可能性を秘めているソー
シャルメディア。20 年前のリオ環境サミットで 12 歳の少女セヴァン・スズキは、変化のため
の行動を訴え、その映像は今日までの間に YouTube で約 77 万回再生されています。変化を呼
びかけ大統領になったオバマのツイッターのフォロワーは約 2700 万人。30 年に及ぶ独裁政
権に終止符を打ったエジプトの「アラブの春 」ではフェイスブックが大きな役割を果たしたと
言われています。しかし、ソーシャルメディアはあくまでも新しい技術やフォーマットであ
り、大切なのはそれを使って何をするかです。社会を変え、世界に変化を起こすのは私たち。
そのための技術と知恵を、最前線で活躍する講師が伝授します。実践編を交えながら一歩踏
み込んだソーシャルメディアの活用方法を学びます。

casek on flickr

lovelornpoets on Flickr
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講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：千葉 保（國學院大學 非常勤講師）

原発問題は捨て置き、景気のいい大盤振舞い。憲法改正などの右傾化。対
抗するには自分の意見を確立し、対案を用意することが急務です。PARCの
DVDを手がかりに、生活や授業を考えていきましょう。
●主著：『エネルギー・放射線の授業』 太郎次郎社エディタス 2011/『食からみえる「現代」の授業』 太郎次郎社エ
ディタス 2011 　●参考文献 ：千葉保『コンビニ弁当１６万キロの旅』 太郎次郎社エディタス 2005/『お金で泣か
ない本』 太郎次郎社エディタス 2011

飛び出せ！

自由学校クラ
ブ

■2013年６月～ 12月	 ■基本的に第１または第２火曜日 19:00 ～ 21:00
■全６回/定員30名	 ■受講料：20,000円

アジア太平洋資料センター（PARC）が制作している映像作品を鑑賞し、私たちの社会や暮ら
しに何が起こっているのかを考えるクラスです。小学校で長年開発教育に携わってきた千葉
保さんを講師に迎え、「食べ物 」や「働き方 」などをテーマに社会について考察を深めます。ま
た、さまざまな教育の現場で、映像作品を使って効果的な学びの場を作る方法やテクニック
を検討します。想定する学習対象者は小学生から大人まで。それぞれのレベルにあわせて、
学ぶ側が興味を持ってしっかり考え、問題と向き合うことのできる授業のつくり方のコツを
考えます。学校教員だけでなく、開発教育や環境教育に興味のある方や、国際協力にかかわ
る NGO/NPO 関係者、ファシリテーターにも適したクラスです。もちろん社会全般に関心が
あり、そのことについて討議してみたいという方も大歓迎です。

映像を使って授業をつくろう
─ 持続可能な農業、漁業、働き方をテーマに20

	6 月 4 日
	7 月 2 日
	9 月 10 日
	10 月 8 日
	11 月 12 日
	12 月 10 日

日　程

クラスで扱うビデオ

有機農業で生きる　― わたしたちの選択
（監修：大江正章 / 監督：岩崎充利 / 36 分 / 2012）

農薬や化学肥料への依存、放射能汚
染、環境破壊。農と食に問題をかか
える現代社会をどう変え、どう生き
ればいいのか？ その答えのひとつは

「有機農業という生き方」の中にある。
本来の農業である有機農業は、土や
水をはじめ自然の恵みを大切にする、
持続可能な営みである。

食卓と海
（企画：井上礼子 / 構成：鈴木敏明 / 35 分 / 2009）

魚や貝、海藻など、海の恵みは、古
くから私たちの食卓を支えてきた。
今、水産資源の枯渇が世界中で懸念
されている。魚を食べられなくなる日
がやってくるのか。本作品では、資
源を奪いつくす大規模な漁業と流通・
消費の仕組みを分析。資源を守りな
がら利用している人びとの取り組み
に注目する。

ブラック企業にご用心！
　― 就活・転職の落とし穴

（監督：土屋トカチ / 監修：ブラック企業大賞実行委員会 / 35 分 / 2013）

近年注目されている「ブラック企業」。
法律を無視し、労働者を搾取し、そ
の尊厳を奪う企業を指す。長時間労
働や過労死などの実例について、当
事者やご遺族へのインタビュー、識
者の分析・提言を交えながら、ブラッ
ク企業の実態を明らかにする。すぐ
にできる対処法から中長期的な社会
変革まで、その対策を探る。

※アジア太平洋資料センター（PARC）では世界の現実をとらえ、社会を見つめな
おす視点を提供する映像作品を制作・販売しています。図書館や大学、開発教育の
現場などで活用されています。詳細は PARC のウェブサイトをご覧ください。

戦後史を学び、展望を模索する会
●基本的に月１回、月曜日 19:00 〜 21:00
●代表：2007 年度「検証戦後史」クラス受講生有志

「戦後 60 年、なぜ日本はこんなにひどいことになったのか」。これが、
2007 年度の「検証戦後史」クラスの出発点でした。講座が終わっ
たとき、私たちは、最初の問いへの解答の代わりに、新しい疑問の
山を抱えていました。それ以来、幕を引きたくない仲間が、月に 1
回集まって、読書会の席に著者を招くというやり方を続けているの
がこの自主クラスです。手応えのある主題と、伸び伸びとした議論
が中身の、誰にでも開かれた楽しい集まりです。

野菜にも一言いわせて！ さよなら原発デモ !!
（略称：野菜デモ）

3.11 をきっかけに
発 足した、脱 原 発
アクションを企画し
実践するグループ
です！ 人間はもち
ろん野菜や動物に
とっても迷惑な原
発…早くなくして、
安全な未来を目指
したいですよね。メ
ンバーそれぞれの問題意識とアイディアを元に、
実現するアクションはデモや交流会などさまざ
ま。ぜひご参加ください！
web → http://yasaidemo.web.fc2.com/　
twitter → twitter@demo_yasai
mail：yasaidemo@mail.goo.ne.jp

テレビさようならクラブ　—「テレさよ」の進化を！
●基本的に３ヵ月に１回
●代表：コーシンジャ（PARC 会員 / 自由学校受講生 /2012 年度自由学校企画委員）

●会長：お宿吉水女将
クラブも 5 年目に入りました。昨年は U ターン
した会員のもとを訪ね、長野県松本市の有機野
菜食とエコライフをコンセプトにした民宿でミ
ニ合宿を開催しました。今年も合宿を企画し、
多くの会員で集いたいと思っています。そして、

「テレさよ」は脱原発・脱電力・脱成長への手短
かな路であるとともに、バーチャルな仮想電界
ではなくバイオで生の「天地人」と遊ぶ最良の
キッカケでもあることを確かめたいものです。

飛び出せ！

自由学校クラ
ブ

現代短歌を読む・詠む
●基本的に毎月第２月曜日 13:00 〜
●参加費：月 2,000 円
●講師：久々湊盈子（歌人 / 現代歌人協会会員 / 文芸家協会会員 / 歌誌『合歓』発行人）

歌集『あらばしり』（砂子屋書房 2000）、『鬼龍子』（角川書店 2007）、『風羅集』
（砂子屋書房 2012）など8冊

短歌を作るということは、すなわち、自分を考えることです。言葉
を考え、社会を考え、生きている意味を考えることです。すぐれた
短歌を読み、自己表現の手段として短歌を作ってみませんか。まっ
たく初めて、という方も大歓迎です。

高松田んぼの会
●基本的に月１回
●世話人：大江正章（コモンズ代表）

　　　　　黒岩竜太（10 年度〜「東京で農業！」現場インターン）

●費用：交通費実費。車で来られる方も歓迎です。
●連絡先：info@commonsonline.co.jp
高松田んぼとは茨城県石岡市に
ある 36 アールの共同田んぼで
す。始めた人の名前にちなんで、
こう呼んでいます。この会では、
米つくり全般をメンバーが協力
して行います。農薬と化学肥料
は一切使いません。田植えはす
べて手植え、稲刈りはバインダー
という簡単な機械と手刈りです。活動日は基本的に土・日で、現地に
集合して一緒に作業を行います。もちろん参加できる日だけで結構
です。作業はベテランの方々が優しく丁寧に教えてくれますので、全
くやったことのない人でも大歓迎。米作りを体験したい人、半農半 X
を目指す人、自然が好きな人…どなたでも気軽にご連絡ください。

日程：3 月下旬〜 4 月上旬　種播きの準備と種播き／ 4 月中・下旬　畦の
整備など／ 5 月下旬　田植え／ 6 月上旬〜 7 月中旬　草取り／ 9 月下旬
　稲刈り／ 10 月上旬　脱穀／ 11 月中旬　収穫祭（餅つきあり）

※収穫したお米はみんなで購入できます。（白米 / 玄米 / もち米）

明日の日本社会を考える会
●基本的に月１回
●世話人：「世界のニュースから国際情勢を読み解こう」クラス受講生有志
いまの日本社会が直面しているさまざまな課題の問題点や背景の理
解を深め、解決策を模索し、目指すべき将来の姿をみんなで考えて
いこうというグループで、2012 年 4 月に発足しました。みんなの
話し合いで毎回のテーマを決めており、これまで「エネルギー問題」

「雇用問題」「貧困と豊かさ」などについて議論をしてきました。未
来志向で、自由に意見交換ができる楽しいサロン的な場所です。み
なさんの参加を、大いに歓迎します！

自由学校クラブは、「やりたい」と思った受講生有志が自主的に集ま
り、呼びかけ、活動の中身やスケジュールをつくっていく、いわば

「自由学校の課外サークル」です。2013年3月現在、6つのグループ
が活動中！　クラスの中で、クラスを超えて、仲間を募って楽しく
意義ある活動を始めてみませんか。

○各クラブへのお問い合わせ・参加申し込みや、新しいクラブの立ち上げについては PARC 自由学校までご相談・ご連絡ください。
〇自由学校クラブに対しては、自由学校教室が 1 時間 500 円で使用可（ただしクラスで使っていない場合のみ）になったり、活動やイベント案内を受講生全
体や PARC 会員に発信したり、講師を紹介したりなどのサポートを、PARC が行います。
○自由学校受講生以外の方が参加できるクラブもあります（詳細はお問い合わせください）。

●

●●
● ●

●
●

●●●●●

※ 2013 年 3 月末発売予定
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6/6（木）

オリエンテーション

君は縄文を見たか
和田晋冶 (富士見市立水子貝塚資料館学芸員)

約1万5千年前から1万年間も続いた縄文時代。
縄文人はどのような暮らしをしていたのであろ
うか。狩猟採集に依存した原始人的なイメージ
を抱いている人も多いが、実は高い文化を有し
ていたのである。
●著書：『縄文海進の考古学—早期末葉・埼玉県打越遺跡とその時代（考古学
リーダー 18） 』/（共著）　六一書房 2010/『縄文中期勝坂式土器の猪装飾』あ
らかわ第13号　2011

7/27（土）午後

埼玉県富士見市を訪ねる

水子貝塚訪問
─ 縄文人の息吹を感じよう

富士見市立水子貝塚公園資料館
国指定史跡水子貝塚公園は、約6000年前の縄文時代前期の
ムラを再現し、周囲を森で囲まれた園内には復元住居5棟
や資料館などがあります。貴重な考古資料の数々を通して、
縄文人の生きた世界を追体験してみましょう。

9/7（土）午後

ある縄文研究者の死と生 
─ ドキュメンタリー『KOJO』上映とトーク

岡村 淳（記録映像作家〈在ブラジル〉）

自らの知恵と手足を駆使し、学閥に与せず独自
の縄文論を展開した古城泰。40代で怪死した彼
の背景を、ブラジルから日本・カンボジア・フィ
リピンの現場へと探るドキュメンタリーの鑑賞
とトーク。
●主著：『ブラジルの土に生きて移民を撮る・移民になる』港の人 2013年4
月刊行予定　●参考文献：古城泰『型式学的方法の再検討』考古学研究44巻4
号（通巻176号）1998

◎上映作品『KOJO』
監督：岡村淳 / 前編：114 分　後篇：91 分 / 2006 年

9/21（土）10:00 〜 16:00

神奈川県横浜市鶴見区を訪れる

ようこそ縄文の森・三ツ池へ　
─ 下末吉台地模式地で学ぶ、座学と土器づくり

金子好伸（縄文学伝道師/縄文人になろう会顧問/国際縄文学協会会員）

関東ローム四重層の一つ、粘土質の「下末吉台
地」（横浜・山手〜溝の口・子母口）模式地は、
鶴見区下末吉の三ツ池公園正門前に位置しま
す。周囲は縄文遺跡群。当時は浮島状態で、海・
山の幸に恵まれていました。隣接の「小仙塚貝塚」に触れ、
学び、縄文土器づくりで追体験します。
●主論文：「下末吉台地と『上台縄文遺跡・貝塚群』」『縄文』18号 国際縄文学
協会 2008/「縄文人の源流と琉球・アイヌ考」『縄文』21号 国際縄文学協会 
2009　●参考文献：「縄文人に学ぶ持続可能な社会」『縄文』24号 国際縄文
学協会 2012

9/25（水）

時空をこえる文様芸術　
─ 縄文・ケルト・ユーロ＝アジア

鶴岡真弓（多摩美術大学芸術人類学研究所 所長）

ユーロ＝アジア世界の「東の極み・日本」と「西
の極み・ケルト」を横断して、縄文の文様と、
そこに見られる死生観を読み解きます。
●主著：『ケルト　装飾的思考』ちくま学芸文庫 1993/『すぐわかるヨーロッ
パの装飾文様　美と象徴の世界を旅する』東京美術 2013　●参考文献：鶴
岡真弓『図説ケルトの歴史　文化・美術・神話をよむ』（共著）河出書房新社 
1999/鶴岡真弓『装飾する魂　日本の文様芸術』平凡社 1997

10/5（土）16:00 〜 18:00

縄文神話と胎生学…
性・死・REBORNの三幅対
田中 基（多摩美術大学芸術人類学研究所 特別研究員）

今から5000年前の縄文中期の八ヶ岳山麓に華
開いた多様な土器造形群に登場する水棲動物・
蛙・虻体・猪と女神身体像の構図に、縄文神話
の可能性を探る。
●主著：『縄文のメドゥーサ　土器図像と神話文脈』現代書館 2006　●参考
文献：『古事記』角川ソフィア文庫 2002/三木成夫『胎児の世界　人類の生命
記憶』中公新書 1983

10/25（金）

「縄文土器」の再発見
─ 岡本太郎と縄文的世界

北澤憲昭（女子美術大学 教授）

日本的なものを代表 ─表象する弥生文化に対し
て、岡本太郎は「縄文文化」を別の伝統として掲
げることで「伝統」概念に揺さぶりをかけた。
●主著：『眼の神殿　「美術」受容史ノート』ブリュッケ 2010/『岸田劉生と大
正アヴァンギャルド』岩波書店 1993　●参考文献：岡本太郎『日本の伝統』知
恵の森文庫 2005/北澤憲昭『反復する岡本太郎　あるいは「絵画のテロル」』水
声社 2012

11/7（木）

縄文の正体に迫る
小林達雄
縄文人はムラの外に広がるハラから多種多様な
食料資源や資材を利用する「縄文施政方針」を旨
として、自然との共存共生、共感共鳴を全うし
ながら個性豊かな文化を構築したのである。
●主著：『縄文人の世界』朝日選書 1996/『縄文人の文化力』新書館 1999　●
参考文献：小林達雄『縄文の思考』ちくま新書 2008/小林達雄・佐原真『世界
史のなかの縄文　対論』新書館 2001

21 本気で縄文人！！

■2013年６月〜 11月  	 ■平日の回は19:00 〜 21:00 
■全８回/定員30名　	 ■受講料：28,000円　
※出かける回は交通費・食費・材料費などが別途かかります。

日本列島にはその昔、縄文という 1 万年以上続いた時代がありました。縄文時代の遺物から
は大きな争いの跡は見つかっておらず、美しい土器や手の込んだ装飾品など、死者を敬い、
適切な規模で持続可能な共同生活を営んでいた形跡が発見されています。もっとも古い土器
は縄文時代に作られていることから、高度なモノづくりの技術と多様な文化を持っていたこ
ともわかってきました。縄文の人びとは、自然を敬い、大地の恵みを受け、祭りを行ない、
自然と共生・調和しながら生きていました。3.11 後、私たちはいのちの大切さや自然との共生、
人と人とのつながり、そして豊かさのとらえ直しを迫られています。そのヒントを「縄文 」の
知恵に学びましょう。縄文と現代、過去と未来を繋ぐ鍵を見つけるクラスです。

富士見市立水子貝塚公園風景

上映作品『KOJO』に登場するカンボジア・アンコールワット遺跡
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講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：石田伸哉
（株式会社コスモの本 代表取締役）

5/25

オリエンテーション

日本酒の基礎知識と現状
石田伸哉（株式会社コスモの本 代表取締役）

いま、蔵元自らが醸す蔵元杜氏が増えており、美酒を次々
に送り出しています。そんな日本酒界の最新トレンド、日
本酒の特徴、不幸な過去の歴史、選び方などをお話しします。

6/8

まずは飲み比べから！
─ 日本酒の分類と利き酒会

日本酒の基本的な分類である「特定名称酒」（純米、本醸造、
吟醸など）や、味と香りでの分類について、実際に目隠しで
利き酒をしながら、違いを実感してみましょう。

6/29

試飲会①

いろいろなタイプの日本酒を飲み比べる
生酒、にごり、発泡、無濾過原酒、熟成酒など、いろいろ
なタイプの日本酒を実際に飲み比べてみましょう。ラベル
の表示の見方についても説明します。

7/20　

茨城県筑西市を訪ねる

茨城の筑波山麓で仕込まれる
新しい酒造り
藤村俊文（来福酒造株式会社 代表取締役社長）

日帰りで酒蔵を訪問し、蔵元さんのお話をうかがいます。
筑波山麓にある来福酒造は、さまざまなお米や酵母を使い
分けて、伝統と新たな創意工夫を調和させた酒造りをして
います。

日本酒の魅力を再発見してください。

8/31（土）〜 9/1（日） １泊２日

宮城県石巻市＆福島県二本松市を訪ねる

震災後の東北の酒蔵はいま
─ 地元にこだわり造り続ける

平井孝浩（平孝酒造 代表取締役社長）

被災地東北の名酒蔵を訪問して蔵元さんのお話をうかがい
ます。石巻の平孝酒造「日高見」は震災と津波で大きな被害
を受けました。福島の人気酒造「人気一（にんきいち）」も仕
込みタンクが倒れましたが、苦境を乗り越え、新たな酒づ
くりに取り組んでいます。

宮城県石巻市は金華山沖で暖流と寒流の交
わる世界三大漁場の一つとして有名で、四季
折々に美味しい魚介類が水揚げされます。弊
社ではそういった地域性から、「魚でやるな
ら日高見だっちゃ！」をテーマに毎年の酒造りに挑んでお
ります。

遊佐勇人（人気酒造 取締役）

9/14

試飲会②

東北の酒蔵飲み比べ　
被災地を応援するという思いも込めて、東北地方のおすす
め銘柄を試飲します。いろいろな蔵のさまざまなタイプの
お酒を用意し、それぞれの蔵の特徴を学びます。

10/5

試飲会③

米、酵母の違いを飲み比べる　
原料となるお米や、お米を発酵させてアルコールをつくり
だす酵母には、多くの種類があります。いろいろな種類の
お米や酵母でつくられたお酒を飲み比べてみましょう。

10/19 午後

東京都台東区を訪ねる

日本酒の世界を楽しもう！ 最後の試飲会
福原敏昭（ふくはら酒店 代表取締役）

家で飲むおいしいお酒を買うコツは、いい酒屋さんを見つ
けることです。東京・御徒町の酒屋さん、ふくはら酒店を
訪ねて、流通面から見た日本酒選びについてお話をうかが
います。

当店は酒屋ですから、難しい日本酒の造りな
どの話でなく、日本酒を楽しく買うヒントの
ようなお話ができればと思っております。

22

■2013年５月〜 10月　	■基本的に隔週土曜日 16:00 〜 18:00　
■全８回/定員30名　	 ■受講料：34,000円
※出かける回は交通費・宿泊費・食費などが別途かかります。※利き酒会、試飲会には別途料金がかかります。

日本酒は、昔から醸され続けてきた、日本の食文化の代表格。しかし残念なことにその生産・
消費量は、長期低落を続けています。そのような状況の中でも、実は全国各地の知る人ぞ知
る小さな酒蔵では、さまざまなタイプのおいしい日本酒がつくられ続けています。地産地消
をめざして、地元の米や地元産酵母を使って醸される日本酒も増えています。そんなお酒を
飲むことは、地域で地道に努力するすぐれた醸造家や、その醸造家に質の高いお米を提供す
る農家を支援することにもつながります。この講座では、各地の美酒を試飲しながら、すぐ
れたお酒の見分け方や、より楽しく飲むための基礎知識を学びます。さらに蔵元も訪問して、
現場のお話をうかがいながら皆でお酒を堪能しましょう。おいしい日本酒との出会い、そし
てそれを育む文化や地域の懐の深さをたっぷりと楽しめます！

日本酒で乾杯！
─ 地域と人が醸す豊かな時間
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講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：長田英史（NPO法人れんげ舎 代表理事/まちだNPO法人連合会 会長）

コミュニティ・カフェという枠組みにあまりこだわらず、それを手がかりにして進めていき
ます。自分のつくりたい場・活動が、どのようなものなのか？ どうすればつくれるのか？ 
自分と向き合いながら、いっしょに学び、深めていきましょう。いつも自由さと共に！
●参考文献：真木悠介『気流の鳴る音　交響するコミューン』ちくま学芸文庫 2003　
●参考HP：「NPO 法人 れんげ舎」http://www.rengesha.com/

5/22

オープニング　まずはワールドカフェ！
「わたしの求める場とは？」

─ いまの自分に聞いてみよう
あなたの死ぬまでにやりたいことは？ 求める場とは？ まず
はあなたの内側にある大切な情報に触れることから始めま
しょう。受講生、講師、スタッフで楽しく交流しながら(お
いしいお茶付き♪)。初回で、もっとも大切なある視点を全
体で共有します。

6/8（土）午後

東京都町田市「金魚玉珈琲」を訪ねる

「場づくり」って何だろう?
─ コミュニティ・カフェの本質とは ?

そもそもコミュニティ・カフェってなに?  コミュニティ・
カフェはなんでも入る不思議ないれもの。その一番根っこ
を「場づくり」だと考え、場づくりの本質について学び、深
めます。参加者全員で「場
づくり」という視点を獲
得し、共有するのが目的
です。講師の長田英史さ
んが運営するカフェ「金
魚玉珈琲」で、10年続く
カフェの秘訣もお聞きし
ます。

6/19

仲間とともに活動するために必要なこと
─ フラットな組織における民主的な会議のやり方

コミュニティ・カフェに限らず、何らかの活動をつくり出し
ていくためには、さまざまな人びととの協力関係が不可欠。
複数の人びとが継続的に意思を通わせ、協力関係をつくっ
ていくために必要なこととは？ 正しい会議のやり方、定例
会のやり方、必要な準備、必ずやること、絶対にやっては
いけないことなど、組織運営にも役立つことをおさえます。

7/6（土）午後

千葉県佐倉市「Natural Studio」を訪ねる

３世代がつどい、学び合う
オーガニック寺子屋カフェ
永野恵理（Natural Studio 主宰/フリーランスデザイナー）

地域のお母さんたちが、地元産の有機野菜を
使ったこだわりのメニュー作りから運営まで手
掛ける「Natural Studio」。子育て世代の親子が孤
立しないための居場所づくり、地域の住民や学
生が集い共に学ぶ講座や上
映会、農家と就農希望者を
つなげる取り組みなどのお
話を聞きます。
●参考HP：「Natural Studio」
http://naturalstudio.net/

7/17

イベントの段取りと場づくり
─ 主催者作法＆心得

イベントの良し悪しを決めるのはなんでしょう？ 会場？ 内
容？ どちらも大切ですが、それを決定づけるのは「主催者」
です。もちろんコミュニティ・カフェもイベント形式での展
開が可能です。イベントを開催するとはどういうことなのか？
どのような要素を大切にすることで、よい場が生まれ、次に
つながる場がつくれるのか？ 運営は？ ゼロから学びます。

7/31

1day Cafeに向けて①　　
─ イベントの企画から立ち上げを体験する

このクラスでは、1日だけのコミュニティ・カフェ「1day 
Cafe」を実際にオープンさせます。ワークショップや講義で
学んだことを、実際に試して、その有効性を確かめたりしな
がら「体得」していきましょう。まずはゼロから企画をたて、
主催者として運営体制をつくるところまでを体験します。

8/7

1day Cafeに向けて②
─ イベント開催に向けての会議＆作業を体験する

ひとつのイベントを仲間と共につくっていくためには、場
づくりに関するすべての力が必要です。前回で実際に立ち
上がった組織で、会議や作業を重ねながら「1day Cafe」の
オープンに向けて取り組みます。この実践は、きっとあな
たの宝物になります。
※「1day Cafe」当日までの間には、有志での会議などが開かれます。日程は希望
者で調整しながらすすめていきます。

9/14（土）午後

神奈川県鎌倉市「亀時間」を訪ねる

亀のようにのんびりとした
鎌倉の暮らしを楽しむ
櫻井雅之（亀時間 オーナー）

「鎌倉の暮らしを亀時間で旅する宿」がコンセプトのゲスト
ハウス「亀時間」。築85年の古民家がゲストハウスに生まれ
変わるまでのお話や、材木座の昔ながらの商店街をはじめと
した地域の人びと、全国から訪
れる宿泊客が互いに出会い、つ
ながっていく場づくりの極意に
ついて、週末限定カフェ「Cafe 
Kamejikan」のメニューを楽し
みながらうかがいます。
●参考HP：「亀時間」http://kamejikan.com/

9/28（土）予定

1day Cafeオープン！　
─ わたしたちのコミュニティ・カフェ

みんなで準備してきた1日コミュニティ・カフェ「1day 
Cafe」の当日です。準備と実際がどのようにつながっている
のか？「現場」での動きはどうし
ていけばいいのか？ 様々な言葉
以上の学びが待っています。そ
して、「1day Cafe」をみんなで思
い切り楽しみましょう！

2012 年度「コミュニティ・カフェをつ
くろう！」クラスでの 1day Cafe の様子

10/2

体験を力に変えるために
─ イベントをふりかえるために必要な２つの方法

イベントが終わると何をしますか？ 打ち上げ？ 反省会？ ひ
とつの場をつくったら、その後で「ふりかえること」、「受け
止めること」、「次につなげること」が必要です。そのため
には、よくある反省会や打ち上げではうまくいきません。
２つのふりかえりの手法を紹介し、実際にそれをつかって

「1day Cafe」をふりかえります。体験を力に変える具体的な
方法を学び、体験します。

10/19（土）〜 20（日）予定 １泊２日　

東京近郊で合宿

場づくりは〈わたし〉の内側から始まる
─ より深く自分の内側に触れる

東京近郊の合宿施設で1泊2日の合宿を行ないます。いつも
のクラスでは体験できない、長い時間をかけ、からだを使っ
たワークショップなどを体験し、これまでのクラスで得た
ことや感じたことを改め
て出し合い、ぎゅーっと
みんなで集中して学びを
深めましょう！ 合宿は昼
クラスと夜クラス合同で開
催します。

2012 年度「コミュニティ・カフェ
をつくろう！」クラスの合宿風景

11/13

クロージング＆発表会

わたしのコミュニティ・カフェ＆
場づくりプラン発表会
長かったコミュニティ・カフェクラスもこの日が最後！ プ
ラン発表会を兼ねたクロージングパーティを開催します。
今後のことについて、話し合いましょう。クラスをクラス
だけで終わらせない、あなただからできるあなたらしい場
づくりのスタートポイントにしてください。

23

■2013年５月〜 11月　	■基本的に水曜日 19:00 〜 21:00　
■全12回/定員30名	 ■受講料：40,000円
※出かける回は交通費・宿泊費・食費などが別途かかります。

人と人とを結ぶ場としての「コミュニティ・カフェ」。その魅力的な響きに導かれて、自分の
思いや夢を実現するため、「場づくりの理論と実践 」を学んでみませんか。いま全国に広がっ
ているコミュニティ・カフェは、環境や福祉、貧困などの問題を解決しながら、事業として
も成立するビジネスモデルとしても注目されています。そして、何よりも出会いと交流の場、
情報発信拠点、「ほっとできるみんなの居場所 」として求められています。受講生それぞれの

「場 」のイメージを膨らませ、こだわりのあるカフェを訪問し、深めていきます。カフェに限
らず、場づくり・組織運営に関わる方にもおすすめのクラスです。

コミュニティ・カフェをつくろう！
─ あなただからできる、あなたらしい場づくり
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6/26（水）

オリエンテーション 

下りてゆく時代 
― 今こそ、スローダウン・アンペアダウン！

大江正章

電気に依存しない暮らしとは、耐え忍ぶことではありませ
ん。新たな楽しさやつながりを発見し、成長神話から解放
され、本来の第一次産業に寄り添って生きるスローライフ
です。
●主著：大江正章『地域の力　食・農・まちづくり』岩波新書 2008/大江正章

『放射能に克つ農の営み　ふくしまから希望の復興へ』（共著）コモンズ 2012
●参考文献：小林孝信『超エコ生活モード　快にして適に生きる』コモンズ 
2011/藤村靖之『非電化思考のすすめ』WAVE出版 2012

7/13

千葉県松戸市を訪ねる

45年間、20アンペア・電気代月1000円で
生きています。

― スーパー実践者が語る

小林孝信（PARC会員/松戸市民ネットワーク 編集担当）

巷ではエコ活動で「できるところから……」とよ
くいわれます。他方で、ちょっとムリそうでも
飛躍してみると「何だ、意外と楽にできるんじゃ
ない！」ということも多いのでは。わが生活も
そんなところです。　
●主著：『超エコ生活モード　快にして適に生きる』コモンズ 2011　●参考
文献：ガルブレイス『ゆたかな社会』 岩波現代文庫 2006/佐伯啓思『欲望と資
本主義』 講談社現代新書 1993

8/3

東京都港区を訪ねる

楽しい5アンペア生活 
― 目からウロコの「使わない豊かさ」

斎藤健一郎（朝日新聞文化くらし報道部 記者）

「普通の暮らしはできなくなりますよ」と東京電
力に言われながら、おそるおそる始めた5アン
ペア生活。1年が経ち、東電の言うとおり、「普通」
の生活より楽しい暮らしを送っていることを実
感する毎日です。ようこそ、5アンペア部屋へ。

9/21

東京都国立市を訪ねる

東電と契約終了しました
― 必要な電気はベランダで自給自足だ！

藤井智佳子（糸へんのものづくり）

アパートでも電力自給は可能です。手づくり好
きが高じて生活のエネルギーまで手づくりして
いる、ゆるーい暮らしのわが家をご紹介します。

10 月中の土日で日程調整中 １泊２日

栃木県那須で合宿

愉しい非電化生活のススメ 
― お楽しみ手作りワークショップ＆
　 非電化工房徹底見学！

道具を手作りし、手足を使い、技を磨くことを愉しむ、ホ
ドホド便利でエコロジーな生活スタイル。「早い・快適・便
利」とは異なる新しい豊かさを体験してください。
●主著：藤村靖之『月3万円ビジネス』晶文社 2011/藤村靖之『テクテクノロ
ジー革命　非電化とスロービジネスが未来をひらく』（共著）大月書店 2008
●参考文献：『エコライフ＆スローライフのための愉しい非電化』洋泉社 
2006

11/16

神奈川県横浜市を訪ねる

主婦がデマンドコントロール !? 
― 住民がつくるエネルギー基本計画

北原まどか

3.11以降、主婦たちが家庭のエネルギー革命に
取り組み始めた！ アンペアって？ ワットって
何？ から始めて、我が家のデマンドをセルフコ
ントロールする賢い暮らし術についてお話しし
ます。

12/14

東京都小金井市を訪ねる

「住まうこと」全体をスローに
― 雨・風・太陽の力を借りて快適に暮らす技術

黒岩哲彦（環境建築家/エクセルギーハウス開発者）

さまざまな改革をすすめる基盤として、「身近
なエクセルギーを生かす技術」だけが実現でき
る「物の生産スタイルの大変革」を「住まい」とい
う物の集積環境を通して紹介します。

※雨デモ風デモライフラボを訪問します。http://amekaze.jp/

24

■2013年６月～ 12月　	■基本的に月1回 土曜日午後
■全７回/定員20名　	 ■受講料：24,000円　
※出かける回は交通費、食費、宿泊費などが別途かかります。

3.11 東日本大震災と福島第一原発事故の後、「大量の電気を使う暮らし」のあり方が問われて
います。「電気を極力使わずに暮らしたい」「快適さや便利さだけを求める暮らし方はもうい
や！」と、多くの人が感じ、代替案を探しているのではないでしょうか。そんな中、すでに「ア
ンペアダウン」「非電化 」を実践したり、地域でのエネルギー自給をめざし活動する人たちが、
実は身近にたくさんいます。こうした実践者の暮らしは、電気を極力使わないことで生まれ
る知恵と工夫がぎっしり詰まった、本当の意味での「豊かさの宝庫 」。「電気がないと普通の暮
らしができないのでは？」「便利さにどっぷり使った私にもできるかな？」と不安や疑問に思
うあなた！ まずは先輩たちの経験や具体的なアイデアをその目で見てみましょう。電気に頼
りすぎない暮らし方は、可能です！

まじめに 10A（アンペア）！
─ 地球と家計を守る豊かな生活術

（NPO法人森ノオト 理事長/青葉台発地元のエコ発見メディア
「森ノオト」 編集長）

（PARC会 員/松 戸 市 民
ネットワーク 編集担当）

（PARC代表理事/コモン
ズ代表）

小林孝信

藤村研介
（非電化工房 副代表）

藤村靖之
（非電化工房 代表）

非電化冷蔵庫　　　　　　　   非電化風呂小屋
雨デモ風デモハウスのしくみ

太陽電池
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6/22　14:00 〜 16:30　

オリエンテーション

映画『フード・インク』を観る
─ どこからどこへ？ わたしたちの食の裏側を知る

安田美絵（ルナ・オーガニック・インスティテュート 主宰）

わたしたちはみな、食の選択によって社会を変
える力を持っています。現代のフード・システ
ムの裏に隠された問題点を知り、問題解決のた
めの具体的な手段を考えましょう。
●主著：『サルでもわかるTPP　入るな危険！「強欲企業やりたい放題協定」』
合同出版 2012/『リビング ファーム キット マニュアル』NPO法人大地とい
のちの会 2012　●参考文献：『食育ライフセーバー講座　環境＆社会編』（電
子書籍）ルナ・オーガニック・インスティテュート 2009

◎上映作品『フード・インク』
監督：ロバート・ケナー / 94 分 / 2008 / アメリカ

7/19（金）　（日中）

東京都品川区を訪ねる（芝浦と場見学）

屠場
─ 食肉生産の現場から 

栃木 裕（全国一般労働組合東京南部全芝浦屠場労働組合 委員長）

O157、BSE、放射性物質による汚染と、食肉の
流通をめぐる環境は、日々厳しいものとなって
います。こうした変化のなかで、私たち屠場労
働者がどのように食肉を生産しているのかを見
てもらいたいと思います。
●参考文献：鎌田慧『ドキュメン
ト屠場』岩波新書 1998/臼井敏
男『部落差別をこえて』朝日新書 
2010

1966 年、芝浦と場開設当時の
風景
★事前レクチャー：7/12（金） 19:00 〜 21:00（PARC 自由学校にて）

9/14

恐るべきコンビニ帝国！
─ 大量に食品を捨て、人を使い捨てるブラックな実態

古川琢也（ルポライター）

もはや私たちの生活の「一部」となったコンビ
ニ。日々、大量の食品が運ばれ、売られるウラ
には、食品の大量廃棄があります。また過酷な
労働と理不尽な会計制度など、働く人にとって
もコンビニというシステムは問題だらけ。この回では、コ
ンビニオーナーなど当事者の声を聞くことでその実態に迫
ります！
●主著：『セブン-イレブンの正体』

（共著）金曜日 2008/『大震災でネッ
トはどう使われたか』（共著）洋泉社
MOOK 2011　●参考文献：古川琢
也『セブン-イレブンの正体』（共著）
金曜日 2008

10/11（金）9:00 〜 12:00

築地市場を訪ねる

空飛ぶサカナ
─ お金と欲望が運ぶグローバル化時代の食

生田與克（築地魚河岸仲卸三代目主人）

世界中から魚が集まる築地。魚の乱獲は水産資
源の枯渇の危機をもたらしています。また、農
水産物の貿易によって「いつでもなんでも食べ
られる」時代になりましたが、逆に私たちから

「旬」や「味覚」そのものが奪われようとしています。築地で
働く方々から、「サカナの現場」で何が起こっているのか、
リアルなお話をたっぷりお聞きします。

11/16

栃木県河内郡を訪ねる

忍び寄る農薬汚染と放射能汚染
そしてお米が食べられなくなる日

─ 危機に瀕する食の安全と TPP

稲葉光國

1．崩壊した安全神話—開き直る電力業界の犠
牲になる子どもたち

2．まかり通る農薬の安全神話のなかで—ミツ
バチからのメッセージ、広がる人体への影響

3．放射能の除染事業とミツバチ救出作戦の試み
4．慣行栽培を超える有機稲作—生物の多様性を育み、活

用する低コスト省力有機稲作
●著書：『太茎大穂のイネつくり　ポストV字型稲作の理論と実際』農文協 
1993/『あなたにもできる　無農薬・有機のイネつくり』農文協 2007

12/14

千葉県佐倉市を訪ねる

種をまもるたたかい
─ 多国籍アグリビジネスの支配から自家採種へ

林 重孝（林農園）

現在、農家は種をほとんど種苗会社から購入し
ています。種は生産の最も基本的なもので、農
業者の自立が脆弱になっています。我が家の自
家採種の取り組みをご覧ください。
●主著：『有機農家に教わるもっとおいしい野菜のつくり方』家の光協会　
2011/『有機農業ハンドブック　土づくりから食べ方まで』（共著）農文協 
1999　●参考文献：野口勲『タネが危ない』日本経済新聞出版社  2011/船越
建明 『野菜の種はこうして採ろう』創森社 2008

25

■2013年6月〜 12月　	 ■基本的に土曜日午後　
■全６回/定員30名　	 ■受講料：24,000円
※出かける回は交通費、食費などが別途かかります。

グローバル化によってもたらされた食の多様化・飽食の時代。しかしその裏側には、劣悪な
労働環境や大量の食品廃棄、差別の構造、巨大アグリビジネスの思惑、そして現代人のゆが
んだライフスタイルが見えてきます。これらの犠牲の上にしか成り立たない食の姿は本当に

「豊か」なのでしょうか？　徹底的に現場を歩き、見て、嗅ぎ、触り、そして食べ、私たちを
生かしている食の現実・そのシステムに向き合います。

歩いて知ろう ニッポンの胃袋の裏側
─ 私たちを生かし、殺す、危ないシステム

（NPO法人民間稲作研究所 理事長/一般社団法人グリーンオイルプロ
ジェクト 代表理事）
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畑：白石農園
東京都練馬区大泉町1-54
アクセス：東武東上線和光市駅からバス 15 分・西武池袋線大泉学園駅
からバス 20 分、または自転車で 20 分（大泉学園駅北口で 4 時間未満
100 円 /4 時間以上 200 円で自転車が借りられます） 

オリエンテーション
日時：2013年3月18日（月）19:00 〜 21:00
会場：PARC自由学校 （東京都千代田区神田淡路町1-7-11）

・申込手続きを完了された方が対象です。 
・ここで班分けや詳細な説明を行いますので、必ずお越しください（欠
席される場合は別途対応いたしますので、ご相談ください） 。

クラスの進めかた
◎土曜班と日曜班の合計6班に分かれ、班ごとに1区画の畑
で作業します（講習は10:00 〜、作業終了はお昼頃 / 各班7
人程度）。
◎講習会は、基本的に班ごとに決めてある曜日・時間に受
けていただくことになります。講習会のある日は講習会後
に作業をします。
◎土の話、日本の農業の現状や有機農業についての座学で
は「農」への知識をより深められます。
◎年間を通して作
物を育て向き合う
クラスですので、
1年間しっかりと
通える方を対象と
しています。

畑：三鷹オーガニック農園
東京都三鷹市上連雀9-16
アクセス：電車の場合：中央線三鷹駅からバスで 10 分・武蔵境駅から
バス 15 分・京王線調布駅からバス 25 分。
車の場合：中央自動車道調布インターから約 20 分。園内に 50 台分駐
車場有（土・日のみ使用可）

オリエンテーション
日時：2013年3月16日（土）15:00 ～ 18:00
会場：PARC 自由学校 （東京都千代田区神田淡路町1-7-11）

・申込手続きを完了された方が対象です。
・PARC ビデオ『有機農業で生きる―私たちの選択』の上映、座学、班
分けなどを行います。作業内容や進め方についての詳細な説明も行い
ますので、必ずご出席ください（欠席される際には別途対応いたします
ので、ご相談ください）。

クラスの進めかた
◎7班に分かれ（1班5 ～ 6名程度）、班ごとに1区画（30㎡）
の畑で作業します。基本的に毎週土曜日10時から作業を始
めます。作業終了はお昼ごろ。
◎講習会がある日は、講習後に作業を進めます。
◎土曜日以外でも畑に入れますので（日の出から日没まで）、
手入れ、収獲、草取りなど、こまめに畑に通って楽しんで
ください。
◎都合により日曜日に講習会
を開催することもあります。 
座学は7月中旬に予定してい
ます。１年間しっかりと通え
る方を対象としています。

26 27

■2013年３月〜 2014年２月　■定員42人 
■参加料：34,000円 （指導料・肥料・種子・農具使用料込み）

■畑での講習会：全16回程度 （座学は７ 月中旬と２ 月上旬を予定しています）

■2013年３月～ 2014年２月　■定員35名
■参加料：43,000円 （指導料・種苗・肥料・農具・資材使用料込み）

■畑での講習会：3月下旬～ 5月上旬、9月上旬～ 10月上旬にかけて、毎週講習会が
　あります。その他にも随時、ミニ講習会を開催予定。

都市農業のプロである白石好孝さんの指導を受けながら、低農薬ないし無農薬で野菜を育てるクラスで
す。週末に定期的に講習を受けながら、７〜８ 名の班ごとにひとつの区画（約 30m2）を担当し、班のメン
バーと一緒に 1 年を通して作業を行います。講習日以外も畑に継続的に通っていただいて作業をするほか、
最盛期にはたくさんとれるので、ぜひ、こまめに収穫に行ってください。トマト、とうもろこし、きゅ
うり、枝豆などの夏野菜と、にんじん、ねぎ、白菜、ブロッコリーなどの冬野菜あわせて 30 種類ほどの
野菜を育てます。畑で四季を感じながら、じっくりと「農 」と向き合うクラスです。畑に通ううちに、幅
広い年代の「農 」仲間との交流も深まります。座学では、農業の技術上の疑問点や都市農業のあり方につ
いてなど、日本の農業の現在をより深く学ぶことができます。このほかオプションで、循環型農業の田
植え・稲刈りなどにも参加できます。

三鷹市の農園で、化学的な農薬や肥料、動物性肥料を一切使わずに、野菜の育て方を基礎から
学んでいきます。 丁寧な講習があるので、まったくの初心者も参加 OK。Ｆ 1 の種を極力使わ
ず、おもに自家採取した種や野口種苗研究所で販売されている貴重な在来種の種を使用しなが
ら、トマト、オクラ、ごぼう、大根など、年間約 50 種類の野菜を育てます。 5 ～ 6 名の班ご
とにひとつの区画（約 30㎡）を担当し、１ 年を通じて作業します。農作業以外にも、収穫祭や
石釜ピザパーティ、芋煮会などオプションでの農園イベントもいっぱい！ 畑で過ごす時間の
豊かさ、収穫の喜びが感じられるクラスです。 座学では日本の農業の現状、土の話など有機
農業への知識をより深められます。 初めてのオーガニック、始めてみませんか。

東京で農業！ 初めてのオーガニック
2013年3月30日・31日スタート！ 2013年3月23日スタート！

畑の学校 A 畑の学校 B

畑 主 ： 白石好孝

●主著：『都会の百姓です。よろしく』コモンズ 2001/『体に
やさしい・おいしい野菜のつくり方』（共著）西東社 2001

講 師 ： 金子 晃
（江戸時代から300年続く農家/東京農業
大学 客員教授） （農園コーディネーター）

■畑での講習会テーマと育てる作物の例（2012年度）
	 3 月	【春その 1】ほうれん草・小松菜・ジャガイモ
	 4 月	【春その 2】キャベツ・大根など
		 【春その 3】インゲン・トウモロコシ
		 【春その 4】枝豆・茶豆の種まき、トマト・ナスなどの準備
		 【春その 5】トマト・キュウリ・ナスなどの植え付けと里芋の定植
	 5 月	【春その 6】トマト・キュウリなどの支柱立て他。落花生の種まき
		 【春その 7】夏野菜の肥培管理
	 6 月	【春その 8】夏野菜の肥培管理
	 7 月	 ★畑で座学
		 【秋その 1】にんじんの種まき・ネギの植え付けなど
	 8 月	【秋その 2】白菜の種まきとキャベツ・ブロッコリーの定植など
	 9 月	【秋その 3】大根の種まきと葉物の準備
		 【秋その 4】葉物の種まきとキャベツの追肥
		 【秋その 5】冬野菜の肥培管理
	10 月	【秋その 6】冬野菜の肥培管理
	11 月	【秋その 7】冬野菜の収穫
	12 月	【秋その 8】冬野菜の収穫・片付けについて（最終回）
	 2 月	 ★座学＆納会

※毎年大人気の講座ですので
キャンセル待ちになる可能性も
あります。2014 年度「東京で
農業！」クラスお申し込み受付
は 2013 年 12 月より開始予定
ですので、受講ご希望の方は事
務局までお早目にお問い合わせ
ください。

※農園には水洗トイレ、班ご
とのロッカー、荷物置き、更
衣室、雨天対応のオーガニッ
クドームがあります。
※講習会に参加できる方、毎
週最低 1 回は畑に通える方、
通年しっかり通える方が対象
です。
※野菜の育て方を基本から学
ぶクラスです。 しっかり学ぶ
意欲のある方を対象としてい
ます。

◆ 2013 年度のお申し込みはすでに終了しております（受付期間 2012 年 12 月〜
2013 年２月）。2014 年度のお申し込みにつきましては事務局までお問い合わせく
ださい。
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6/6（木）

オリエンテーション

暴力、権力、差別、腐敗、不正義に抗う
世界の民衆、それを支える音楽
舩田クラーセンさやか（東京外国語大学大学院地域文化研究科 准教授）

生命の中、生活の中、運動の中から生まれ、反
響しあい、ウネリとなって、また戻っていく「音
楽」。民衆の抵抗の魂、リズム、エネルギー、
歌に踊り、そして連帯。座学に留まらない「抵
抗の音楽」の世界へ皆さまを誘います。
●主著：『アフリカ学入門—ポップカルチャーから政治経済まで』明石書店 
2010/『モザンビーク解放闘争史　「統一」と「分裂」の起源を求めて』御茶の
水書房 2007　●参考文献：講師の公式ブログの関連サイトで紹介していき
ます → http://afriqclass.exblog.jp/i36

7/5

アフリカ：
フェラ・クティとアルファ・ブロンディ

─ アフロ・ビートとアフリカン・レゲエ、
　 それぞれの戦い方

鈴木裕之（国士舘大学法学部 教授）

アフリカ発抵抗の音楽を、ナイジェリアのフェ
ラ・クティ、コート・ジヴォワールのアルファ・
ブロンディ、というふたりのアーティストをと
おして紹介する。
●主著：『ストリートの歌　現代アフリカの若者文化』世界思想社 2000/「ア
フリカ文化論—音楽から見たアフリカ社会、伝統から現代まで」舩田クラーセ
ンさやか（編）『アフリカ学入門　ポップカルチャーから政治経済まで』明石書
店 2010　●参考文献：マビヌオリ・カヨデ・イドウ『フェラ・クティ　戦う
アフロ・ビートの伝説』晶文社 1998/エレン・リー『アフリカン・ロッカー
ズ　ワールド・ビート・ドキュメント』JICC出版局 1992

28

■2013年６月〜 11月　	■基本的に金曜日 19:00 〜 21:00
■全６回/定員30名　	 ■受講料：24,000円

音楽は映画などの大衆文化と同様に、その時代の社会情勢を色濃く反映します。紛争や圧政に
より生活が脅かされてきた人びとにとって、音楽は権力に対する抵抗手段の一つとなりました。
奴隷として異国の地に送られ、激しい差別や過酷な生活状況の中を生き抜いた黒人にとって、
音楽は明日を生きるための力となったはずです。この講座では、世界各地の人びとの抵抗や運
動の文化を、それを支えたミュージシャンたちの生き方と彼らの音楽を通して見ていくことで、
今の時代における音楽の可能性について考えていきます。毎回、映像を見たり楽曲を聞いたり
しながら、各地域の豊かな音楽文化を体感しましょう。

抵抗の音楽
─ 世界に響く闘いのリズム

自由学校まつりは、その年の自由学校受講生有志が中心になってつくる一年間の集大成イベント。クラスで学んだこと・考
えたことの発表の他、出展、ミニライブ、ゲストトークなどがあります。今年のメインテーマは「生きることと働くこと」です。
どのように生きるか、働くかを問い直す動きが高まる昨今、このイベントで、さらに見方を広げてくださいね。みなさんと、
まるくなって楽しく語り合える時間も用意しています。さらに、農業クラスの野菜やカフェクラスのお食事、ビールクラス
の手作りビールなど、他では味わえないものの販売もあります。パンフレットを読みながら「自由学校ってどんなところ？」
と思っているあなた、まずはお気軽に、まつりに遊びに来てください♪ きっと新しい出会いや発見があるはずです。

【日　 時】2013年３月24日（日）12:00 〜 18:00（途中入退場自由）
【場　 所】	内神田集会室和室Ａ（千代田区内神田1-1-3）
【最寄り駅】 大手町（東京メトロ丸の内線・東西線・千代田線・半蔵門線・都営三田線）

から徒歩5分 
【参加費】500円（ドリンクチケット付き）
【内　 容】	◇ゲストトーク：竹信三恵子さん（和光大学教員/ジャーナリスト/2013年度「現代社会を

知るための10のキーワード」クラス講師）

	◇2012年度自由学校のクラス・クラブ発表…キムのActive English ／世
界のニュースから国際情勢を読み解こう／五感で学ぶ！ アイヌ民族のこ
とばと文化／はじめてのケチュア語／地域で創る。脱成長な生き方・働
き方／生きる—表現者たちが紡ぐ哲学／東京を歩く／文化としてのビールを味わう／コミュニティ・カフェを
つくろう！／東京で農業！／生きることは表現すること／社会にモノ言うはじめの一歩活動家一丁あがり！／
明日の日本を考える会／野菜にも一言いわせて！さよなら原発デモ！！／三線クラブ／ほか（順不同）
◇2013年度自由学校のご紹介
◇販　売…「コミュニティ・カフェをつくろう」クラス手作りのごはん・お菓子、「東京で農業！」クラスの畑
でとれたお野菜、「文化としてのビールを味わう」クラスで仕込んだ特製ビール／ほか

■ 詳しい内容は随時ブログで公開しますので、最新の情報は、ぜひこちらをご確認ください。
◎2013年春のPARC自由学校まつり！お知らせブログ　http://ameblo.jp/parcfs-matsuri/    （「自由学校まつり」で検索してください）

8/2

ラテン・アメリカ：
「新しい歌」運動、そして現在へ
八木啓代  （作家/音楽家）

1960年から90年代にかけて、中南米各国で文
化的にも社会的にも大きな影響を残した「新し
い歌」の運動について、ビデオや音源などを紹
介しながら、解説します。
●主著：『ラテンに学ぶ幸せな生き方』講談社＋α新書 2010/『キューバ音楽』

（共著）青土社 2009　●参考文献：八木啓代『禁じられた歌　ビクトル・ハラ
はなぜ死んだか』晶文社 1991（Amazon Kindle版 2013）/八木啓代『危険な
歌　世紀末の音楽家たちの肖像』幻冬舎文庫 1998

9/11（水）

アメリカ：
ブルース、ソウル、ロック、ヒップホップ

─ 世界に広がるブラック・ミュージックの歴史

ピーター・バラカン（ブロードキャスター）

ロックの反骨精神はどこから生まれたかという
と、基本的にブルーズです。ますます険しくなっ
てきた世の中を気分よく生き抜くためにも参考
にできることが多いはずです。
●主著：『ラジオのこちら側で』岩波新書 2013/『魂（ソウル）のゆくえ』アル
テスパブリッシング 2008

10/4

アラブ：自由を求める若者たちの歌
中町信孝（甲南大学文学部 准教授）

庶民派、ロック、ヒップホップ…「アラブの春」
ではさまざまな音楽が若者たちを鼓舞し、革命
の成就に導きました。アラブ世界の新たな音楽
潮流は、彼らが何を目指し、何と戦っているの
かを何よりも雄弁に物語っています。
●共著：『現代エジプトを知るための60章』明石書店 2012/『イスラーム世界
のことばと文化』成文堂 2008　●参考文献：「アラブ革命　チュニジア･エ
ジプトから世界へ」『現代思想』2011年4月臨時増刊号 青土社 /関口義人（編）

『アラブ・ミュージック　その深遠なる魅力に迫る』 東京堂出版 2008

11/1

日本：抵抗と風刺の歌「のんき節」から
脱原発運動まで
北中正和（音楽評論家/東京音楽大学 非常勤講師）

日本のポピュラー音楽のなかで、社会的、政治
的なテーマをもった歌がどのように生まれ、聞
かれてきたのかを紹介し、時代と音楽のかかわ
りについて考えます。
●主著：『ギターは日本の歌をどう変えたか　ギターのポピュラー音楽史』平
凡社新書 2002/『青島幸男読本』（監修・執筆）音楽出版社 2012　●参考文献：
北中正和『増補　にほんのうた　戦後歌謡曲史』平凡社ライブラリー 2003/倉
田喜弘『日本レコード文化史』岩波現代文庫 2006

昨年の自由学校まつりの様子

主催：自由学校まつり実行委員会

春の自由学校まつり 2013 へ遊びにきませんか！

Elvert Barnes Christian Senger

フェラ・クティ
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その４

マシンの操作から「ハート」を描くまで、
全行程に挑戦しよう　Part1
実習編：エスプレッソマシンを操作して、エスプレッソを抽

出する
ミルクピッチャーを使って、フォームドミルクを作る
ミルクピッチャーでハートを描く

その５

マシンの操作から「ハート」を描くまで、
全行程に挑戦しよう　Part ２
実習編：『♡』から『♡＋○』『♡＋♡』までを描く
モチーフ：うさぎ、金魚、ダブルハート等

その６

クロージング・パーティ！
6回の講座で学んだ、コーヒー
アートの楽しさ、美しさを最後
に披露し合います。お得意の図
柄を描いて、みんなに見てもらっ
たり、コーヒーアートを日常の中
でどんなふうに活用したい？ 誰
に見せる？ などのお話をして盛

り上がりましょう。講師から修了証もお渡しします。

■2013年５月〜 11月　■基本的に隔週木曜日 19:00 〜 21:30　■全11回/定員20名　	
■受講料：36,000円　■会場：PARC自由学校または千代田区内の施設
※出かける回は交通費・宿泊費・食費などが別途かかります。

現代社会はとにかく生きにくいですよね。しかし歴史をふりかえってみると、実はほとんどのアーティスト
は社会のアウトサイダーでした。アーティストたちはみずからの「生きにくさ」をエネルギーに変えて、美術
史を変革してきたのです。このクラスでは、まずはスライドを用いて、さまざまな作品を見ることでアート
の歴史や形式を学びます。そのうえで、アートの背後に隠されたアーティストたちの感じ方や世界の捉え方
をともに考えるワークショップを行います。ワークショップでは、実際に作品を制作しながら、自分と他者、
社会との関係をあらためて見つめ直し、またそこで感じたこと・考えたことを受講生同士で共有することで、
自分たちの生きるエネルギーを再発見していきます。生きることは、表現すること。「アートってピンとこない」
という方も、講座を通じて、自分と世界が新しい顔をして立ち現われてくる喜びにびっくりするはずです。

生きることは表現すること
─ アーティストと学ぶ、アートの歴史と創作ワークショップ

 5/30　レオナルド・ダ・ヴィンチそして未来
のドローイング

見ること、感じること、そして描くことはどんな関係があるのでしょう。
普段と違う方法でものを観察してみましょう。視点を変えて同じものを
見てみると、自らの固定観念や思いこみに気づかされます。アイマスク
をしたり利き手以外の手を使ったりしながら、描くとは何なのかを考え、
体験します。

 6/9（日）午後　「エイブルアート芸術大学」
を訪ねよう　　

アーツ千代田3331にあるバリアフリーのアトリエの見学・体験です。
さまざまな障がいを持った方々の表現活動を見学し、そのメニューを体
験してみましょう。きっと表現活動に対する見方が揺さぶられることで
しょう。

 6/27　印象派とＶ・ゴッホ、そして点描体験
印象派の成立からゴッホの絵画までを学んだうえで、色の点で絵を描
きながら考えよう！

 7/11　抽象絵画ってなに？
─ カンディンスキーとクレーから抽象絵画へ

なぜ抽象絵画が生まれたの？ 構図とトリミングからその精神的背景を
探り、実際に方法を学んで描いてみましょう。

 7/25　プレゼンテーションと講評
3回の講義で描いた作品について、どんな思いで何を感じながら作った
のかを発表します。自分で作った作品を語ることでの気づき、他者の感
想を聞くことでの新たな発見もあるはず。

 9/19　自分って何だろう？
─ 写真でつくるマンダラ・コラージュ

セルフイメージコラージュをマンダラの形で制作し、自分自身を見つめ
直すと同時に、アートセラピーについて学びます。

 10/5（土）〜 6（日）1 泊 2 日

合宿して絵を描こう　　
─ フリーダ・カーロとさまざまな画家の自画像について　

なぜアーティストたちは、自画像を描きつづけてきたのか？ ワーク
ショップの後、じっくり時間をかけて自画像を描いてみたり、一枚の絵
をリレーしながら共同制作します。時間の制約を受けずに、心ゆくまで
創作し、参加者同士で語り合いましょう。

 10/17　夢と自分と社会の関係って？
─ シュルレアリスムと夢ドローイング

自分が見た夢をつづる「夢日記」をつけ、そのイメージや風景を描いて
いきます。夢は自我や無意識を反映するだけでなく、日々の生活や社会
からの情報をも反映しています。

 10/31　色で気持ちを表現しよう
─ 表現主義から「生の芸術・アールブリュット」まで

正規の美術教育とは離れて、自らの気持ちや衝動のままに創作する芸
術ジャンルをさす「アールブリュット」。この回では表現主義やアールブ
リュットについて学び、色彩で自分の感情表現をしてみます。そのこと
を通して、「表現」とは何か、「芸術」とは何かを問い直します。

 11/14　写真というアート
写真の歴史とその表現の多様性と現代性を、ロベール・ブレッソン、ダ
イアン・アーバスなどの写真家の作品を中心に考えます。撮りためた写
真を編集して、簡単な写真集も作りましょう。

 11/28　プレゼンテーションと講評
これまでに作った作品について、互いに感想や意見を出し合うことで、
さらに深めます。アートは誰にでも表現でき、語れると実感することが
大切です。時代や状況が変わっても、ひとりひとりの生きるエネルギー
としてのアートの本質は変
わりません。作って終わり
ではなく、時代を見る目と
表現の楽しさを体験し、語
り合いましょう！

☆協力：エイブル・アート・ジャパン／障がいとアートを切り口に社会に新しい価値観を提案する NPO。ギャラリーやショップ、アートスタジオの運営、美術館や劇場への
アクセスプログラムの企画、展覧会やワークショップ等の企画・運営、著作権の二次使用を促す仕組みの開発・展開などを行っています。
◇「エイブル・アート・ジャパン　オフィシャルサイト」http://www.ableart.org/

講 師 ：中津川浩章（美術家）

プロフィール：アーティスト。国内外で、展覧会多数。障がい
者施設工房「集」のアートディレクションや展覧会の企画・プ
ロデュース、大学・専門学校でアートを通したコミュニケーショ
ンスキル開発やデザイン・美術教育に携わる。

29

その１

コーヒーアートの基礎を知ろう！
知識編：エスプレッソとは？　バリスタとは？　
　　　コーヒーとエスプレッソとの５つの違い
実習編：フォームドミルクの性質を知って『幾何学模様』を描く
＊ミニレッスン：100 円ショップで買えるミニクリーマーを使って！

その２

コーヒーアートのテクニックを知ろう！
実習編：モチーフを使って、多くのテクニックを知る
＊ミニレッスン：ヨーグルトアートに挑戦ししよう！

その３

講義　コーヒーとフェアトレード
講 師 ：井上礼子（NPO法人パルシック代表理事）

コーヒーはどんな国のどんな地域で生産されて
いる？ 収穫から加工、焙煎までの行程は？ 意
外と知らないコーヒーの基礎知識を学びます。
この数年、日本でも広がっているフェアトレー
ド・コーヒー。2002年から東ティモールのコーヒー生産者
を支援し、フェアトレードコーヒーの輸入と販売を行なう
NPOパルシックの経験をお聞きします。

A

■2013年６月～ 11月　■基本的に月１回 金曜日 15:00 ～ 17:00
■Aコース：第2金曜日、Bコース.第3金曜日（いずれかのコースをお選びください）

■全６回/定員10名（各コースとも）　■受講料：15,000円（クラス初回時に教材費 3,000 円を別途いただきます）

カプチーノやラテの上に美しく描かれたハートやリーフ模様。見ているだけで楽しく、お茶の
時間の話題も広がります。コーヒーアートは、コーヒーの上にフォームド・ミルクといわれる
泡をのせ、チョコレートシロップやココアなどで模様や図柄を表現するアートで、すっかりポ
ピュラーになりましたが、実はカフェで楽しむだけでなく、誰でも手に入る道具でご家庭でも
簡単に実践できるのです。この講座では、コーヒーアートの基礎から実践を学びます。「子ど
もの誕生日会で」「地域の友人たちとのパーティで」「孫のおやつタイムに」と、コーヒーアート
はさまざまな場面でのコミュニケーションを豊かにしてくれます。見た目も美しく、味もおい
しいカフェ時間をみんなで楽しみましょう。

やってみよう！コーヒーアート
─ 楽しくコミュニケーション

講 師 ：池田 修

コーヒーアートはカフェで楽しむものと諦めてい
ませんか？ そんなコーヒーアートをバリスタ気分
でご一緒に楽しんでみましょう。いろいろなテクニックをお教
えして、新しいコーヒースタイルをご提案いたします。

（コーヒーマイスター /コーヒーコーディ
ネーター /COFFEEカルチャー IKEDA主宰） 	 １	 6/14	 6/21

	 ２	 7/12	 7/19
	 ３	　　  8/30（A・B 共通）
	 ４	 9/13	 9/20
	 ５	 10/11	 10/18
	 ６	 11/8	 11/15

	回	 A コース	 B コース
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6/19

仲間とともに活動するために必要なこと
─ フラットな組織における民主的な会議のやり方

コミュニティ・カフェに限らず、何らかの活動をつくり出し
ていくためには、さまざまな人びととの協力関係が不可欠。
複数の人びとが継続的に意思を通わせ、協力関係をつくっ
ていくために必要なこととは？ 正しい会議のやり方、定例
会のやり方、必要な準備、必ずやること、絶対にやっては
いけないことなど、組織運営にも役立つことをおさえます。

7/13（土）午後

東京都国分寺市「Café Slow」を訪ねる

フェアトレードと「スローカフェ」宣言！
吉岡 淳（カフェスロー 代表）

オーガニックのメニューをゆったりとしたカ
フェスペースで味わい、フェアトレードの商品
を店内のマーケットで手にすることで、自然や
生産者とのつながりを感じることのできる場
所。「スローでエコロ
ジカルな暮らし」を提
案するカフェスロー
の取り組みについて
お話ししていただき
ます。
●参考HP：
http://www.cafeslow.com

お昼の学校

B

■2013年５月〜 11月	 ■基本的に水曜日 13:00 〜 15:00
■全12回/定員30名	 ■受講料：40,000円
※出かける回は交通費・宿泊費・食費などが別途かかります。

人と人とを結ぶ場としての「コミュニティ・カフェ」。その魅力的な響きに導かれて、自分の思
いや夢を実現するため、「場づくりの理論と実践 」を学んでみませんか。いま全国に広がって
いるコミュニティ・カフェは、環境や福祉、貧困などの問題を解決しながら、事業としても成
立するビジネスモデルとしても注目されています。そして、何よりも出会いと交流の場、情報
発信拠点、「ほっとできるみんなの居場所 」として求められています。受講生それぞれの「場 」
のイメージを膨らませ、こだわりのあるカフェを訪問し、深めていきます。カフェに限らず、
場づくり・組織運営に関わる方にもおすすめのクラスです。

コミュニティ・カフェをつくろう！
─ あなただからできる、あなたらしい場づくり

5/22

オープニング　まずはワールドカフェ！
「わたしの求める場とは？」

─ いまの自分に聞いてみよう
あなたの死ぬまでにやりたいことは？ 求める場とは？ まず
はあなたの内側にある大切な情報に触れることから始めま
しょう。受講生、講師、スタッフで楽しく交流しながら（お
いしいお茶付き♪）。初回で、もっとも大切なある視点を全
体で共有します。

6/5 午後

東京都町田市「金魚玉珈琲」を訪ねる

「場づくり」って何だろう?
─ コミュニティ・カフェの本質とは ?

そもそもコミュニティ・カフェってなに?  コミュニティ・
カフェはなんでも入る不思議ないれもの。その一番根っこ
を「場づくり」だと考え、場づくりの本質について学び、深
めます。参加者全員で「場
づくり」という視点を獲
得し、共有するのが目的
です。講師の長田英史さ
んが運営するカフェ「金
魚玉珈琲」で、10年続く
カフェの秘訣もお聞きし
ます。

7/17

イベントの段取りと場づくり
─ 主催者作法＆心得

イベントの良し悪しを決めるのはなんでしょう？ 会場？ 内
容？ どちらも大切ですが、それを決定づけるのは「主催者」
です。もちろんコミュニティ・カフェもイベント形式での展
開が可能です。イベントを開催するとはどういうことなのか？
どのような要素を大切にすることで、よい場が生まれ、次に
つながる場がつくれるのか？ 運営は？ ゼロから学びます。

7/31

1day Cafeに向けて①　　
─ イベントの企画から立ち上げを体験する

このクラスでは、1日だけのコミュニティ・カフェ「1day 
Cafe」を実際にオープンさせます。ワークショップや講義で
学んだことを、実際に試して、その有効性を確かめたりしな
がら「体得」していきましょう。まずはゼロから企画をたて、
主催者として運営体制をつくるところまでを体験します。

8/7

1day Cafeに向けて②
─ イベント開催に向けての会議＆作業を体験する

ひとつのイベントを仲間と共につくっていくためには、場
づくりに関するすべての力が必要です。前回で実際に立ち
上がった組織で、会議や作業を重ねながら「1day Cafe」の
オープンに向けて取り組みます。この実践は、きっとあな
たの宝物になります。
※「1day Cafe」当日までの間には、有志での会議などが開かれます。日程は希望
者で調整しながらすすめていきます。

9/21（土）予定

1day Cafeオープン！　
─ わたしたちのコミュニティ・カフェ

みんなで準備してきた1日コミュニティ・カフェ「1day 
Cafe」の当日です。準備と実際がどのようにつながっている
のか？「現場」での動きはどうし
ていけばいいのか？ 様々な言葉
以上の学びが待っています。そ
して、「1day Cafe」をみんなで思
い切り楽しみましょう！

2012 年度「コミュニティ・カフェをつ
くろう！」クラスでの 1day Cafe の様子

10/2

体験を力に変えるために
─ イベントをふりかえるために必要な２つの方法

イベントが終わるとなにをしますか？ 打ち上げ？ 反省会？
ひとつの場をつくったら、その後で「ふりかえること」、「受
け止めること」、「次につなげること」が必要です。よくある
反省会や打ち上げではうまくいきません。２つのふりかえ
りの手法を使い「1day Cafe」をふりかえります。体験を力に
変える具体的な方法を学び、体験します。

10/19（土）〜 20（日）予定 １泊２日　

東京近郊で合宿

場づくりは〈わたし〉の内側から始まる
─ より深く自分の内側に触れる

東京近郊の合宿施設で1泊2日の合宿を行ないます。いつも
のクラスでは体験できない、長い時間をかけたからだを使っ
たワークショップなどを体験し、これまでのクラスで得た
ことや感じたことを改めて出
し合い、ぎゅーっとみんなで
集中して学びを深めましょう！
合宿は昼クラスと夜クラス合同
で開催します。
2012 年度「コミュニティ・カフェをつ
くろう！」クラスの合宿風景

11/2（土） 午後

東京都新宿区「サロン・ド・カフェ・こもれび」を訪ねる

一杯のコーヒーを通して人と人との
つながりを取り戻す

「サロン・ド・カフェ・こもれび」では、生活困窮者がフェ
アトレード・コーヒー豆の焙煎などの共同作業に関わるこ
とで共に働く喜びを共有し、
コーヒーの試飲会などを開催
することで、地域の人びとと
の交流に取り組んでいます。

「世界の貧困問題と日本の貧
困問題をつなぐ」場づくりに
ついてお話しいただきます。
●参考HP：http://komorebi-coffee.blogdekoken.jp/

11/13

クロージング＆発表会

わたしのコミュニティ・カフェ＆
場づくりプラン発表会
長かったコミュニティ・カフェクラスもこの日が最後！ プ
ラン発表会を兼ねたクロージングパーティを開催します。
今後のことについて、話し合いましょう。クラスをクラス
だけで終わらせない、あなただからできるあなたらしい場
づくりのスタートポイントにしてください。

講 師 ＆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ：長田英史（NPO法人れんげ舎 代表理事/まちだNPO法人連合会 会長）

コミュニティ・カフェという枠組みにあまりこだわらず、それを手がかりにして進めていき
ます。自分のつくりたい場・活動が、どのようなものなのか？ どうすればつくれるのか？ 
自分と向き合いながら、いっしょに学び、深めていきましょう。いつも自由さと共に！
●参考文献：真木悠介『気流の鳴る音　交響するコミューン』ちくま学芸文庫 2003　
●参考HP：「NPO 法人 れんげ舎」http://www.rengesha.com/
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5/20	 オ リ エ ン テ ー シ ョン 　「活動家」って何だろう？　

6/1（土）
〜 2（日）	 合宿（１泊２日）　受講生同士の交流、実行委による講義、グループワークなど　

6/10	 講義　「現代の労働と貧困　みんなを不幸にするシステムを変えよう」　湯浅 誠

6/24	 講義　「社会運動と選挙 ─ 政治を変えるには」　河添 誠

7/8	 講義　「農村の貧困、都市の貧困 ─ 農と食の現場から」　生産者＆パルシステム関係者

7/22	 講義　「世界経済と私たちの暮らしのつながり ─ TPP と多国籍企業」　内田聖子

8/5	 講義＆ワークショップ「活動のはじめの一歩　人とかかわり、語り、仲間になろう！─ さまざま
	 な方法論を学ぶ」　労働組合、生協、NGO・NPO の実践者と語ろう

8 月	 「活動の現場にインターンシップにいってみよう！」、『ブラック企業にご用心！』上映＆トーク
8/19	 実践者に学ぶ①　「民主主義の基本、デモと集会」　雨宮処凜

9/9	 実践者に学ぶ②　「政策を変えるには？ ─ キャンペーン、ロビイング」　議員秘書

9/30	 実践者に学ぶ③　「地域でしっかり活動する ─ 生協運動の事例」　パルシステム関係者

10/7	 実践者に学ぶ④　「社会的企業・NPO の実践から」　社会的企業・NPO の実践者

10/28	 各チームのイベントテーマ発表＆議論　チラシづくりのコツ伝授
11/11　	 特別実践講座「活動にソーシャルメディアを活かそう！─ UST・facebook・Twitter」　松元千枝

11/25	 各チームのイベント企画発表　その①　

12/2	 各チームのイベント企画発表　その②
12/16	 講義「社会に伝えるためのマスメディア対策」　水島宏明

1/20	 模擬記者会見
2/3	 記者会見
3 月	 いよいよ卒業イベントだ！
4 月　　	 一丁あがろう！ 卒業式

湯浅　誠（自立生活サポートセンター「もやい」事務局次長/反貧困ネットワーク事務局長）

リーマンショック、政権交代、東日本大震災、
EU経済危機･･･、日本は世界はこれから どうなっ
ちゃうんだろうと思っているあなた、思っている
だけでは世の中は変わって いかないので、変え
ていくための方法を一緒に考えていきましょう。

河添　誠（首都圏青年ユニオン書記長）

「何かやってみたい」と思っていても、なかなか
きっかけがないという、そこのあなた！ この講
座では、これまで知らなかった「活動のおもしろ
さ」をどんどん知ることができます。 みんなの力
で、この世の中を生きやすく変えていきましょう！

松元千枝（レイバーネットTV）

あきらめずに、どんなに小さくてもいいからまず
は一声を発してみよう。 ひとりぼっちじゃない
ことに気づくはず。それが、自分の周りから社会
を少しずつ変えていく力になるんだ。

内田聖子（アジア太平洋資料センター〈PARC〉事務局長）

活動家一丁あがりも今年で5年目。すでにXX人
の活動家が世に送り出されたことに！ それでも、
世の中を変えることって簡単じゃない。だからこ
そみんなで知恵を絞り、 動きながら考え、変わる
ための一歩を踏み出しましょう！

須田光照（全国一般東京東部労組書記長）

僕たちは寂しいから結びつくのではない。敵を打
ち負かすのに必要だから団結する。 生存と尊厳
のために必要だから団結する。でも、闘って闘っ
て闘った先には多分寂しくない世界が待ってい
る。 さあ、一緒に闘おう。

土屋トカチ（映画監督）

いやぁ、イヤな世の中ですなー。悲しいこと、腹
立つこと、しんどいことが多すぎる！ でも、一
人きりで考え込んでても、仲間とグチってばかり
では何も変わらない。まずはここから始めよう。

雨宮処凛（作家・活動家）

肩書きを「作家・活動家」としてから早や６年。
ものを書きながら活動するということについて、 
みなさんとともに考えたいと思ってます。

水島宏明（ジャーナリスト・法政大学教授）

心に引っかかる社会問題があって改善したいと
感じているなら、 あなたにはカツドウカの素質十
分。同調圧力を強いる今の世では”変な人”と呼
ばれ、 ”少数派”かもしれないけど、抜きん出た”
変な人”はカッコいい。 かけがえない仲間もできるよ。

志波早苗（パルシステム生活協同組合連合会　運営本部運営室スタッフ）

先ず自分の生活を振り返ってみることから世直
しは始まります。 世直しって、小さな一つ一つ
の積み重ね。無農薬バナナの民衆同士の小さな
貿易が フェアトレードという市民権を得た時の
実感や達成感は忘れられません。小さく産んで大きく育て！

稲場雅紀（動く→動かす 事務局長）

日本も世界も「空白の時代」。こんなときこそ、
頭をやわらかくし、体を動かしてみましょう。 
世の中の変え方、一緒に勉強してみませんか。

西　あい（動く→動かす　パブリック・モビリゼーションチーム）

おかしいな、と思った時に、「おかしい」とフツー
に声に出せる世の中が良いな、という方へ。 そ
んな世の中にする第一歩を、ここから踏み出して
みてください。 

「なんだ？この格差・貧困社会は？」「生きづらく、未来が見えない ･･･ これって私のせい？」 「自分も社会もいきい
きと、誰もが幸せに暮らせるためには？」。多くの人がそう感じている現在。 また東日本大震災と福島第一原発事
故後、社会のあちこちで矛盾や限界が明らかになった今、 世の中にはたくさんの「活動家 」が求められています。実
行委員やゲスト講師などの実践者の経験から、 活動の意義や具体的なノウハウなどを学びます。今年度は、「労働 」

「貧困 」「食と農 」「貿易と経済 」などさまざまな視点から社会を見つめ、「民主主義 」を一緒につくりあげることに
チャレンジします。一緒に議論しあえる空間をつくりながら、活動家への扉を開けましょう！

活 動 家 一 丁 あ が り ！  実 行 委 員
社会にモノ言うはじめの一歩！

特 別 講 座
一丁あがろう！

民主主義の学校　─ 食べること、働くこと、生きることをつなげ、社会を変えよう

■2013年５月〜 2014年４月　■基本的に隔週月曜日 19:00 〜 21:00
■全18回/定員50人　■受講料：１回300円　※合宿は宿泊費・食費等が別途かかります。

■対象：社会問題に関心をもち、「自ら活動をしたい」と思う人。年齢制限はありません。

【応募方法】

◆参加ご希望の方は A4 用紙 3 枚以内に下記の課題 2 点と、名前・電話番号・Ｅメールアドレ
　ス・住所・生年月日・この講座を知ったきっかけを書いて事務局までお送りください。
◆実行委員会による選考の上、全員に結果をお知らせいたします。
◆締切日：2013 年 5 月７日（火）必着　※メール・FAX・郵送いずれも可

◆課　題：①この講座で取り組みたいテーマ
　　　　　②そのテーマ・課題を解決するための具体的な方法やアイデア

※上記の課題についてはできるだけ具体的な内容を書いてください。（内容によっては追試として改めて文章の提出
をお願いすることがあります）
※受講生は 2014 年 2 月〜 3 月中に卒業イベントを各自で企画・実施していただきます（必須）。

送り先：PARC 自由学校　〒 101-0063　東京都千代田区神田淡路町 1-7-11 東洋ビル 3F
TEL:03-5209-3455　FAX:03-5209-3453　Email:office@parc-jp.org

◇共催：PARC 自由学校、活動家一丁あがり実行委員会、パルシステム生活協同組合連合会　◇運営事務局：PARC 自由学校

● 講 座 内 容 ＆ ス ケ ジ ュ ー ル（ 予 定 ）●
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●政策提言・アドボカシー
海外 /国内のNGOや社会運動と連携し、政府開発援助

（ODA）や貿易、債務問題、貧困削減などのイシューにつ
いて、日本政府や国連諸機関、IMF/ 世界銀行などの国際機
関への申し入れや提言を行なっています。現在は特に「TPP

（環太平洋戦略的経済連携協定）」への交渉参加に対して、
反対の立場から政策
提言やキャンペーン
活動に力を入れてい
ます。

●情報発信（市民社会への提言）
雑誌『オルタ』毎月25日発行/16ページ/年間定期購読料4000円

（税・送料込み）

「オルタ」とは、「オルタナティブ＝今のようでない、もうひとつの」
という意味。グロー
バリゼーションや貧
困、紛争、環境など
のテー マについ て
深 め、 代 案 を 提 案
するメディアです。

●オーディオ・ヴィジュアル（AV）
世界の現実をとらえ、社会や私たちの暮らしを見つめなお
す視点を提供する教育教材を制作・販売しています。エビ
やバナナ、ペットボトルの水、バイオ燃料、パーム油など、
身近なモノとグローバル化、コーヒーや債務から考える南
北問題、開発や児童労働など、多彩な内容の作品は全国の
図書館や学校、開発教育の現場で活用されています。

●調査・研究活動
市民の目でものや現象を見つめ、自分の足で歩き、
手でさわり、匂いを嗅ぎ…。それが市民調査の基本
です。PARCでは国内外のネットワークを活かして、
国境を越えた調査活動を行なっています。現在はグ

ローバリズム研究の
一 環として、「 連 帯
経 済」「 水 や 土 地 な
ど自然資源の収奪」
などをテーマにして
います。

PARC の会員になって活動を支えてください
PARC の活動は、会員の方々の会費と活動への参加・協力に
よって支えられています。ぜひ PARC の会員になって一緒に
活動していきませんか？ 会員になると、『オルタ』が毎号届
くほか、AV 作品が２割引になります。また、会員メーリン
グリストへの参加や、自由学校の越境受講（単発受講）が可
能になります。
	 一般会員：12,000 円 
	 夫婦・パートナー会員：18,000 円 
	 学生会員：8,000 円 
	 賛助会員：20,000 円（PARC の活動を財政的に支えて下さる方） 

PARCの活動に参加しませんか？
アジア太平洋資料センター（PARC）は、PARC自由学校の運営の他、さまざまな活動を行なうNPO/NGO団体です。自由学校へのご参
加だけでなく、PARCの諸活動についてご興味・ご関心のある方はぜひお気軽にお問合わせください。「NGOでボランティアをして
みたい」「調査や政策提言、キャンペーンに興味がある」「雑誌やビデオ制作にかかわりたい」と思っている方、一緒に活動しましょう！

民際協力とフェアトレードはパルシック
パルシック（PARCIC）は、2008 年 4
月に PARC が組織分割をして誕生した
NPO 法人です。国境を越えて、人と
人とが協力する「民際協力」活動とし
て、東ティモールのコーヒー生産者支
援や、スリランカでの漁民支援、石巻
市での震災復興支援を行っています。
無農薬・自然栽培の東ティモール産
コーヒー、ハーブティーや、スリラン

カ産紅茶などのフェアトレード商品は、PARC 事務所 1 階「淡
路町マルシェ」でもお買い求めいただけます。

特定非営利活動法人　パルシック
Tel: 03-3253-8990 　E-mail: office@parcic.org
ウェブサイト：http://www.parcic.org
オンラインショップ : http://parcic.ocnk.net

年
会
費

「ブラック企業にご用心！
—就活・転職の落とし穴」
2013 年 3 月末発売予定
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